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みなさんからのご意見・ご要望については３常任委員会、議会運営委員会、議会改革推進委員会、
議会広報特別委員会にて検討を進めてまいります。ご参加いただき誠にありがとうございました。

《ほかにも、多くのご意見・ご質問をいただきました》

第11回議会報告会で
市民のみなさんから寄せられた
ご意見・ご質問にお答えします

7月20 日
開催

 令和 5 年に、区への行政の関わり方について提言に
至らなかった理由は、区長会と話ができずに中止になっ
たのでは。行政と区長会が合意したから提言は継続しな
かったというのでは、委員会として無責任だ。

 委員会が進展しない中、区長会に申し入れたが話し
合いができず、十分な状況把

は あ く

握ができなかったため提言
に至らなかった。令和6年は他の提言テーマで進めている。

  《区への行政の関わり方》
問

答

特 集

　第 11 回議会報告会は、市役所 4 階大会議室の会
場とオンラインの同時開催としました。報告会実施
報告書は、市議会ホームページでご覧いただけます。

　議会報告会の速報を前号（75 号）でお届けしま
したが本号では、市民の皆さんからお寄せいただい
たご意見・ご質問に対し、議会の対応などを回答し
ます。

（実施報告書） （動画） （意見・質問に
関する回答）

初めて手話通訳を導入しました。

 移住定住促進において近隣市町村では農地付き空き
家の紹介が行なわれていて、取り上げないかと提案したが
どうなったか。また農地取得の上限があるはずだが。

 周知のとおり規制が撤
てっぱい

廃され、農地非所有者も買え
るようになった。移住定住促進には住居の確保が大事。
農地付き空き家の利活用促進の政策提言をしたい。もと
もと上限はなく、下限が撤廃された。

  《農地付き空き家》
問

答

 駅が多く、市民はもちろん鉄道利用の観光客や高齢
者のためにも大糸線は必要である。どう考えるか。

 大糸線は安曇野市民の大きな足である。駅の無人化
の進行を何とか防いでいるが、沿線自治体としてはＪＲ
の都合があり、なかなか難しいと考える。北の地域の方
も議会として支援していきたい。

  《大糸線の今後》
問

答

 独立採算でやっている日赤への補助額は少ない方が
よい。どういった検討がなされたか。

 委員会や議会でも議論した。抜本的な対策をという
意見もあったが、核心となる議論は病院運営協議会の中
でやり、市長、保健医療部長も参加。市からの補助は国
からの交付金で、一部市の財源も入る。

  《安曇野赤十字病院への補助金》
問

答

 条例制定に挑戦するとはどういうことか。制定はい
つからで、現在いくつの自治体が制定しているのか。制
定は必要か。議会でもっと練

ね

ったものを提言するのが筋
では。

 議会で初めてやるという意味で挑戦とした。令和 6
年 5 月現在、69 自治体が制定。条約や基本法の主旨を
考え具体的な子ども施策を担

にな

う市の取り組みの根拠とな
る条例制定は必要。発議にするか提言かは議論する。

  《子どもの権利条例》
問

答

 独居老人の安全性を何か考えてほしい。

 市では、自宅に設置した緊急ボタンを押すと受信セ
ンターから状況確認するサービスや、トイレ等にセンサー
を設置して受信センターが 24 時間管理し、安心を確保し
ている。引き続き議員や議会の中でも研究していく。

  《独居老人の安全性を》

問
答

 ハラスメント防止対策を求めた陳情を令和４年の
12 月に出したが、遅

ち ち

々として進んでいないのでは。

 ハラスメントによって自由闊
かったつ

達な議論が妨
さまた

げられる
事態は阻

そ し

止しなければならない。迅
じんそく

速に条例化を進めたい
という思いで、現在条例の骨子案を持ち寄り議論している。

  《ハラスメントの防止の進展は》
問

答

 議会報告会に今回から手話通訳がついて大変ありが
たい。必要とする聴

ちょうかく

覚障がい者のために要約筆記も。ま
た、本会議のインターネット配信や傍

ぼうちょう

聴にも手話通訳と
文字情報があると、気軽に傍聴ができる。

 手話通訳や文字情報の必要性を痛感した。それぞれ
の必要性を含めて、検討していく。

  《手話通訳とともに要約筆記も》
問

答

 議会だよりについて一般市民にアンケート調査をと
提案した。検討の進

しんちょく

捗状況は。

 前回調査の平成 30 年度（2018 年）から何年も
経
た

っているので、検討したい。

  《議会だよりについてのアンケート調査は》
問

答

 委員会人事の先例の見直しになぜ時間を要するの
か。

 議会基本条例では「会派を結成することができる」
と規定していて、選択できる。先例では、会派に属さなけ
れば入れない委員会や一部事務組合等があることや、入れ
る人数に制限のある委員会がある。見直すべきことについ
て会派内や改革委員会での議論に時間を要している。

  《先例の見直しは》
問

答

 議会には行政のチェックを期待しているがチェック
が甘いのでは。

 市政への議会によるチェックが甘いとは思わない。
今後も甘いと言われないように努力していきたい。

  《行政のチェックが甘いのでは》
問

答
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令和6年 9月定例会

こんなことがあった！ ９月議会

   

井
出 

勝
正

反
対
の
意
見

　
マ
イ
ナ
保
険
証
の
強
制
は
国
民
皆か

い

保
険
制
度
を
壊
し
、
特
に
高
齢
者
や

障
が
い
者
を
取
り
残
す
危
険
性
が
あ

る
。
紙
の
保
険
証
廃
止
は
医
療
現
場

に
混
乱
を
招
く
恐
れ
が
あ
る
。

議
案
第
97
号

安
曇
野
市
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

反
対
の
意
見

　
厚
生
労
働
省
が
レ
プ
リ
コ
ン
ワ
ク
チ
ン
を
含
む
新
型
コ
ロ
ナ
ワ

ク
チ
ン
定
期
接
種
を
決
定
し
た
が
、
安
全
性
や
リ
ス
ク
が
不ふ

め
い
り
ょ
う

明
瞭

で
、
副
反
応
被
害
も
多
い
。
こ
れ
ま
で
国
庫
補
助
で
あ
っ
た
予
算

が
雑
入
に
変
更
さ
れ
、
国
の
責
任
が
曖あ

い
ま
い昧
に
な
っ
た
こ
と
に
も
懸け

念ね
ん

が
あ
る
。
ま
た
、
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
修し

ゅ
う
ぜ
ん繕が
遅
れ
た
結
果
、

緊
急
対
応
が
必
要
と
な
り
、
予
備
費
が
不
適
切
に
使
わ
れ
た
点
も

問
題
視
し
て
い
る
。

可決

議
案
第
73
号

令
和
６
年
度
安
曇
野
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

　
小
林 

純
子

※万円未満切り捨て

補正予算額 18 億 4,200 万円

「定時定路線バス」および「あづみ
ん／のるーと」の乗車料金のキャッ
シュレス化
	 261万円

小説「安曇野」復刊にむけたクラ
ウドファンディング返礼	300 冊
の増刷費
	 200万円

明科地区におけるアウトドア体験
イベント実施費用
	 134万円

ほりでーゆ～における老
ろうきゅうか

朽化した
宴会場カーペットの更新費用
	 435万円

防災ラジオ購入補助金等の増額
	 270万円

空家解体補助の増額および空家を
利用したイベント実施費用
	 824万円

豊科認定こども園大規模改修工事
の設計委託料
	 426万円

洞
どあ い

合公園整備事業において公園接
道道路工事およびトイレの新設費用
	 4,670 万円

突発的に発生する災害等に対応す
るための予備費
	 2,000 万円

■ 一般会計補正予算
　　　（第３号）の主なもの

議案第98号	教育委員会委員の任命について、金
かねこ

子	孝
たかし

さんを任命することに同意しました。

議案第99号	固定資産評価審査委員会委員の選任について、森
もりもと

本	遼
りょう

さんを選任することに同意しました。

議案第100号	人
じんけん

権擁
よう ご

護委員の推薦につき意見を求めることについて、降
ふりはた

簱	潔
きよし

さん、松
まつおか

岡	信
のぶゆき

之さん、宮
みやざわ

澤	
雅
まさあき

明さんを適任としました。

人事案件について

（動画）

　令和６年９月３日から９月 27 日まで開催され、報告６件、
議案 32 件、陳情２件、議員提出議案３件を審議しました。
主な議案と討論を紹介します。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
定
期
接
種
は
感
染
予
防
と
重
症
化
軽

減
に
重
要
で
あ
り
、
接
種
は
任
意
で
選
択
可
能
。

　
給
食
セ
ン
タ
ー
の
修
繕
費
は
安
全
確
保
の
た
め
即
対
応
さ
れ
た

も
の
で
あ
り
、
落
雷
被
害
な
ど
に
も
備
え
る
た
め
、
予
備
費
増
額

は
妥
当
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
体
制
の
整
備
と
、
北
部
給
食
セ
ン

タ
ー
の
修
繕
へ
の
予
備
費
充じ

ゅ
う
よ
う
用
は
適
切
な
対
応
で
あ
り
、
安
全
・

安
心
の
給
食
提
供
の
た
め
必
要
な
も
の
。

賛
成
の
意
見

　
一
志 

信
一
郎

賛
成
の
意
見

　
中
村 

芳
朗

　

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
安
全
性
や
市
の
対
応
に
疑
問
が
あ

り
、
接
種
判
断
に
必
要
な
情
報
提
供
が
不
十
分
。
ま
た
、
接
種
券

の
一
斉
送
付
は
市
民
に
券
が
来
た
か
ら
打
と
う
と
な
る
方
も
多

い
。
申
請
制
に
す
べ
き
。

反
対
の
意
見

　
増
田 

望
三
郎

可決

　
今
回
の
改
正
は
、
国
の
国
民
健
康

保
険
に
伴
う
文
言
変
更
で
あ
り
、
安

曇
野
市
の
保
険
証
は
令
和
７
年
７
月

末
ま
で
使
用
可
能
で
あ
る
。
よ
っ
て

医
療
の
提
供
に
変
わ
り
は
な
い
。

   

辻
谷 

洋
一

賛
成
の
意
見

   

猪
狩 

久
美
子

反
対
の
意
見

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
取
得
は

任
意
で
あ
る
べ
き
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

事
実
上
の
強
制
化
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
個
人
情
報
の
流
出
や
高
齢
者

の
管
理
負
担
の
懸
念
も
あ
り
、
現
行

の
保
険
証
廃
止
は
認
め
ら
れ
な
い
。

議
案
第
96
号

長
野
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
規
約
の

変
更
に
つ
い
て

可決

　
マ
イ
ナ
保
険
証
へ
の
移
行
は
医
療

の
効
率
化
と
質
の
向
上
に
寄き

よ与
し
、

市
民
に
も
有
益
と
考
え
る
。
規
約
変

更
は
国
の
法ほ

う
れ
い
し
こ
う

令
施
行
に
伴
う
も
の

で
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
法
令

に
基も

と

づ
く
も
の
。

   

竹
内 

秀
太
郎

賛
成
の
意
見

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
利
用
推

進
は
医
療
費
抑
制
に
必
要
で
あ
り
、

規
約
変
更
は
国
の
制
度
改
正
に
沿
う

も
の
で
あ
る
。
他
市
町
村
に
迷
惑
を

か
け
な
い
た
め
に
も
賛
成
す
る
。

   

大
竹 

啓
正

賛
成
の
意
見

★こんなことがあった！９月議会 トピック２★
一般質問（９月１１日）において理事者側から【反

はんもんけん

問権】を行使する場面がありました。

W
ワ ッ ツ

hat’s 反問権？

　市長ほか行政職員が、議長の許可により議員の質問に対して、論点や争
点を明確にするために、反問することができるもので、安曇野市議会では
執行側に反問権を与えています。
　反問されることにより筋書きのない展開が生まれ、議員も質問事項を十
分に精査した上で政策論争に臨

のぞ

まなければなりません。

★こんなことがあった！９月議会 トピック１★
年齢制限の撤廃により、お子さまと一緒に傍

ぼうちょう

聴が可能に！
議員提出第９号　安曇野市議会傍聴規則の一部を改正する規則

可決
市議会傍聴ルールが

変わります！
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５
０
４
億
円
余
り
の
歳
入　
24
億
円
余
り
の
黒
字
を
認
定
し
ま
し
た
。

決
算
の
認
定
と
は
適
正
に
予
算
が
執
行
さ
れ
た
の
か
、
そ
の
成
果
が
ど
う
で
あ
っ
た
の
か
を
議
会
が
評
価
す
る
こ
と
で
す
。
本
定
例

会
で
は
そ
の
た
め
に
多
く
の
質
疑
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
決
算
認
定
を
し
て
終
わ
り
で
は
な
く
、
そ
の
後
の
市
の
予
算
編
成
へ

の
提
案
や
財
政
運
営
の
一
層
の
健
全
化
を
注
視
し
て
い
く
こ
と
が
議
会
に
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

決
算
に
対
す
る
質
疑

答 問 市
職
員
の
健
康
管
理
体
制
は

１
０
９
５
人
の
職
員
が
ス
ト
レ
ス

チ
ェ
ッ
ク
の
検
査
を
受
け
、
全
体
の

約
12
％
が
高
ス
ト
レ
ス
下
に
あ
る
と

の
こ
と
。
ど
の
よ
う
な
対
策
を
取
っ

た
の
か
、
ま
た
、
慢ま
ん
せ
い
て
き

性
的
に
高
ス
ト

レ
ス
と
判
定
さ
れ
る
部
署
に
お
い
て

は
、
職
員
の
数
は
足
り
て
い
る
の
か
。

産
業
医
と
の
面
談
推す
い
し
ょ
う
奨
、
産
業
カ
ウ

ン
セ
ラ
ー
等
の
面
談
推
奨
、
ま
た
、

再
度
の
自
己
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
の
記

入
の
推
奨
、
こ
の
３
つ
の
対
応
を
案

内
し
て
い
る
。
適
正
な
人
員
配
置
に

努つ
と
め
て
い
く
。

令和5年度

議案第81号

決  算
一 般 会 計

決
算
に
つ
い
て
の
討
論

可　決

　令和６年７月 10 日開催

契 約
案 件

令和４年度（明
めいきょくりこし

許繰越）三郷小学校長寿命化改良工事建築主体工事変更請
うけおい

負契約

議案第68号

令和５年９月 22日に議決した令和４年度 (明許繰越）三郷小学校の長寿
命化改良工事について、契約に変更が必要なことから、議会に必要な議
決を求められた案件で、全会一致で可決されました。

令和６年  第１回臨時会

問 障
が
い
者
相
談
支
援
事
業

令
和
５
年
度
か
ら
地
域
の
相
談
支
援

体
制
や
専
門
的
な
相
談
を
主
と
し
て

行
な
う
基
幹
相
談
事
務
を
市
の
直
営

と
し
た
。
委
託
か
ら
外
し
た
理
由
と
、

直
営
で
関
わ
る
専
門
職
員
は
補
充
が

効
い
て
い
る
の
か
。

答
人
材
不
足
を
理
由
に
基
幹
相
談
支
援

セ
ン
タ
ー
の
業
務
は
令
和
４
年
度
を

も
っ
て
受
託
を
終
了
し
た
い
と
い
う

申
し
入
れ
が
あ
っ
た
。
市
と
し
て
は
、

専
門
的
知
識
と
経
験
を
有
し
た
他
の

法
人
へ
の
委
託
も
模も

さ
く索

し
た
が
、
令

和
５
年
度
に
お
い
て
は
、
基
幹
相
談

支
援
セ
ン
タ
ー
は
市
直
営
で
実
施
を

し
た
。
保
健
師
１
名
と
、
社
会
福
祉

士
１
名
、
事
務
１
名
で
相
談
体
制
を

整
え
て
い
る
。

答 問 農
産
物
の
販
路
拡
大
事
業

農
産
物
等
に
つ
い
て
市
内
事
業
者
が

市
外
、
県
外
、
あ
る
い
は
海
外
業
者

や
消
費
者
に
販
路
を
開
き
販
売
促
進

に
つ
な
が
っ
た
か
。

令
和
４
年
度
か
ら
特
急
あ
ず
さ
号
を

活
用
し
た
「
安
曇
野
市
×
あ
ず
さ
マ

ル
シ
ェ
」
を
Ｊ
Ｒ
新
宿
駅
で
開
催
。

ま
た
、
全
国
６
か
所
で
開
催
さ
れ
る

友
好
都
市
イ
ベ
ン
ト
に
積
極
的
に
参

加
を
し
な
が
ら
、
旬
の
農
作
物
の
販

売
Ｐ
Ｒ
を
実
施
。
令
和
５
年
度
よ
り

東
南
ア
ジ
ア
経
済
の
ハ
ブ
拠
点
で
あ

る
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
安
曇
野
市
農

産
物
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
。

問 消
防
団
員
確
保
の
た
め
に

消
防
団
員
確
保
の
た
め
の
処
遇
改
善

に
つ
い
て
は
、
報
酬
を
上
げ
る
こ
と
、

訓
練
内
容
の
見
直
し
が
大
事
で
あ
る

と
い
う
話
を
聞
い
て
い
る
が
、
ど
の

よ
う
な
検
討
が
さ
れ
た
か
。

答
市
町
村
に
よ
り
金
額
お
よ
び
支
払
い
の

対
象
と
な
る
活
動
が
異こ
と

な
る
点
が
問

題
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
活
動
時
間

が
長
い
点
や
実
際
の
消
火
活
動
に
生

か
さ
れ
な
い
訓
練
内
容
で
あ
る
等
の
指

摘
も
あ
っ
た
。
正
副
団
長
会
議
と
分
団

長
会
議
を
年
数
回
開
催
し
、
報
酬
の
見

直
し
や
訓
練
の
あ
り
方
を
含
む
課
題
を

協
議
し
て
い
る
。
今
後
も
消
防
団
員
の

負
担
軽
減
に
努
め
て
い
く
。

答

問 部
活
動
の
外
部
指
導
者

中
学
校
教
諭
の
部
活
動
負
担
の
軽
減

と
、
部
活
動
の
地
域
移
行
に
つ
い
て

伺
う
。

部
活
動
指
導
員
は
、
部
活
動
の
顧
問

と
し
て
の
指
導
を
行
な
う
と
と
も

に
、
担
当
教
諭
等
と
日
常
的
に
指
導

内
容
や
生
徒
の
様
子
、
事
故
発
生
時

の
対
応
等
、
連
携
を
十
分
に
図は
か

る
役

割
を
持
っ
て
い
る
。
会
計
年
度
任
用

職
員
と
し
て
雇
用
を
し
て
い
る
。
部

活
動
外
部
指
導
者
は
、
部
活
動
指
導

を
サ
ポ
ー
ト
す
る
役
割
を
担に
な

っ
て
い

る
。

小
林 

純
子

　
現
行
の
保
険
証
を
な
く
し
て
マ
イ
ナ
保

険
証
へ
の
一
本
化
を
急
ぐ
政
府
に
対
し
、
再

検
討
す
る
よ
う
、
市
民
を
守
る
動
き
を
す
べ

き
。
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
対
応
や
ワ
ク
チ

ン
接
種
の
実
施
も
、
安
全
性
や
有
効
性
に
つ

い
て
、
市
の
見
解
を
述
べ
な
い
消
極
的
な
姿

勢
で
あ
り
、
予
防
接
種
法
に
よ
り
提
供
す
る

責
任
が
あ
る
の
に
、
国
の
判
断
に
頼
り
切
っ

て
進
め
て
い
る
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
は
不
安
を

感
じ
る
。

反
対
の
意
見

中
村 

今
朝
子

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
は
任
意
。

持
ち
た
い
人
、
持
ち
た
く
な
い
人
様さ
ま
ざ
ま々
。

ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て
も
、
強
制
で
は

な
い
。
受
け
た
い
方
、
受
け
た
く
な
い
方

様さ
ま
ざ
ま々
。
そ
れ
ぞ
れ
の
考
え
で
判
断
を
す
れ

ば
よ
い
。
市
民
を
守
る
自
治
体
と
し
て
の

責
任
は
十
分
に
果
た
し
て
い
る
。

賛
成
の
意
見

臼
井 

泰
彦

　

戦
没
者
追つ
い
と
う
し
き

悼
式
は
、
遺
族
会
だ
け
の
も

の
で
は
な
く
、
全
市
民
的
な
も
の
。
遺
族
会

の
意
向
を
尊
重
す
る
と
と
も
に
、
全
市
民
的

な
立
場
に
立
っ
て
実
施
す
べ
き
。
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
と
マ
イ
ナ
保
険
証
に
関
わ
る
膨ぼ
う

大だ
い
な
税
金
投
入
の
中
で
ト
ラ
ブ
ル
が
続
き
、

反
対
の
意
見

宮
下 

明
博

　
追
悼
式
は
遺
族
会
の
意
向
で
３
年
に
一

度
開
催
す
る
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
交
付
事
業

も
、
少
子
高
齢
化
が
進
む
中
、
デ
ジ
タ
ル

化
を
推
進
し
、
事
務
の
効
率
化
を
図
る
た

め
の
も
の
。

賛
成
の
意
見

岡
村 

典
明

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
は
、
行
政
手
続
の

簡
素
化
お
よ
び
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に

寄き

よ与
し
て
い
る
。
ワ
ク
チ
ン
接
種
体
制
の

医
療
支
援
の
充
実
は
、
市
民
の
健
康
と
命

を
守
る
た
め
の
重
要
な
施
策
で
あ
り
、
そ

の
成
果
は
大
い
に
評
価
す
る
。

賛
成
の
意
見

井
出 

勝
正

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
は
、
政
府
が
一い
ち
げ
ん元
管か
ん

理り

し
て
、
中
国
の
よ
う
な
管
理
社
会
に
し
て

し
ま
う
、
こ
こ
に
大
き
な
問
題
が
あ
る
た
め

反
対
。

反
対
の
意
見

矢
澤 

毅
彦

　
遺
族
会
の
意
向
と
い
う
の
は
尊
重
す
べ

き
。
平
和
と
人
権
の
つ
ど
い
、
戦
没
者
追

悼
式
だ
け
が
平
和
の
推
進
事
業
で
は
な
い
。

形
を
変
え
て
新
し
い
世
代
に
分
か
り
や
す

い
よ
う
に
平
和
を
考
え
て
も
ら
う
、
そ
ん

な
機
会
を
創そ
う
し
ゅ
つ出し
て
い
く
こ
と
も
必
要
。

賛
成
の
意
見

一
志  

信
一
郎

　
遺
族
会
の
意
向
を
確
認
す
る
中
で
、
毎

年
開
催
の
負
担
を
考こ
う
り
ょ慮
し
、
３
年
に
一
度

の
開
催
。
市
民
か
ら
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
交
付
の
求
め
が
あ
っ
た
も
の
に
対
し
て

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
資し

す
る
も
の
。

賛
成
の
意
見

（動画）

マ
イ
ナ
保
険
証
を
取
得
す
る
人
が
増
え
て

も
、
そ
の
使
用
率
は
１
割
程
度
。
混
乱
は
ま

だ
こ
れ
か
ら
。
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議案第73号

議案第81号

トピック

常任委員会報告

オンラインによる常任委員会の録画配信が始まりました。
各委員会ページの二次元コードからご覧いただけます。

答 問
今
回
の
予
備
費
２
０
０
０
万
円
の
増
額
補
正
に

至
っ
た
経
緯
、
見
積
も
り
の
根
拠
は
。

令
和
６
年
度
当
初
予
算
で
は
５
０
０
０
万
円
計

上
し
、
８
月
に
は
落
雷
被
害
が
頻ひ

ん
ぱ
つ発
し
た
こ
と
、

す
で
に
訴
訟
に
関
わ
る
弁
護
士
費
用
、
法
人
市

民
税
の
還
付
金
な
ど
予
備
費
か
ら
２
０
０
０
万

円
程
度
を
充じ

ゅ
う
よ
う用

し
た
。
突
発
的
に
発
生
す
る
自

然
災
害
や
施
設
の
緊
急
修し

ゅ
う
ぜ
ん繕

等
に
備
え
る
た
め

で
あ
る
。

４・
６・７・

11
・
12
ペ
ー
ジ
へ

総
務
環
境
委
員
会
で
は
、
付
託
さ
れ
た
令
和
５
年
度
安
曇
野
市
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て
、 

令
和
６
年
度
安
曇
野

市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）
を
含
む
議
案
３
件
を
９
月
18
日
に
審
査
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

    

議
案
名
や
本
会
議
で
の
議
決
結
果
等
→

令
和
６
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
３
号
）

（
総
務
環
境
委
員
会
所
管
事
項
）

令
和
５
年
度
一
般
会
計

歳
入
歳
出
決
算

（
総
務
環
境
委
員
会
所
管
事
項
）

総
務
環
境

あづみんキャッシュレスで

　2025 年春に梓橋駅～穂高駅まで
の区間と田沢駅、明科駅で交通系 IC
カードの利用が可能になります。こ
のことから、いっそうの利便性向上
のために、公共交通「あづみん・
のるーと」と定時定路線バスで
の交通系 IC カードでのキャッ
シュレス決済ができるようにな
ります。

議案第81号

ペ
ー
ジ
へ

５
・
６
・
７
・

11
・
12

令
和
５
年
度
一
般
会
計

歳
入
歳
出
決
算

（
福
祉
教
育
委
員
会
所
管
事
項
）

福
祉
教
育
委
員
会
で
は
、
付
託
さ
れ
た
令
和
６
年
度
安
曇
野
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）、
令
和
５
年
度
安
曇
野
市
一
般
会
計
歳

入
歳
出
決
算
の
認
定
を
含
む
議
案
11
件
、
陳
情
２
件
を
９
月
20
日
に
、
追
加
議
案
１
件
を
９
月
27
日
に
審
査
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

議
案
名
や
本
会
議
で
の
議
決
結
果
等
→

臼
井 

泰
彦

反
対
の
意
見

　
戦
没
者
追
悼
式
は
、遺
族
会
の
関
係
者
だ
け
で
な
く
、

戦
争
で
亡
く
な
ら
れ
た
方
全
て
を
追
悼
し
、
市
民
み
ん

な
で
平
和
の
誓
い
を
新
た
に
す
る
機
会
に
す
べ
き
で
あ

る
が
、
そ
う
し
た
検
討
も
さ
れ
て
い
な
い
の
は
、
大
変

問
題
で
あ
る
。

・
市
民
の
た
め
の
追
悼
式
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
遺
族

会
が
高
齢
化
し
て
い
て
、
そ
の
思
い
を
尊
重
し
、
３

年
に
１
回
と
す
る
方
向
性
で
検
討
さ
れ
て
い
る
。
市

の
考
え
は
、
現
状
に
お
い
て
は
理
に
か
な
っ
て
い
る

と
思
う
。

・
令
和
７
年
度
に
開
催
予
定
と
い
う
こ
と
で
、
こ
れ
か

ら
も
ま
た
検
討
し
て
い
け
ば
い
い
と
思
う
。

中
村 

今
朝
子
　
平
林 

　
明

賛
成
の
意
見

オンラインによる常任委員会の録画配信が始まりました。
各委員会ページの二次元コードからご覧いただけます。

福
祉
教
育

問
今
後
の
財
政
状
況
か
ら
は
、
公
共
施
設
整
備
基

金
の
積
み
増
し
も
で
き
そ
う
だ
。
今
後
ど
う
使

う
か
、
市
行
政
の
考
え
方
は
。
道
路
補
修
や
施

設
改
修
費
用
に
使
う
べ
き
も
の
で
は
な
く
、
夢

を
実
現
し
て
い
く
た
め
の
施
設
整
備
に
充あ

て
る

の
が
本
来
の
使
い
方
で
は
な
い
か
。

合
併
し
て
以
来
20
年
間
、
様さ

ま
ざ
ま々

な
ハ
ー
ド
事
業

に
は
旧
合
併
特
例
債
を
使
っ
て
き
た
が
、
そ
れ

も
令
和
７
年
度
か
ら
は
な
い
。
そ
の
た
め
積
み

増
し
し
て
い
る
。
将
来
の
夢
と
し
て
、
あ
れ
を

つ
く
る
、
こ
れ
を
つ
く
る
と
い
う
話
も
あ
る
が
、

具
体
化
し
て
い
な
い
。
い
ろ
い
ろ
な
将
来
の
準

備
と
し
て
、
あ
る
程
度
用
意
を
し
て
お
く
必
要

が
あ
る
の
で
、
公
共
施
設
整
備
基
金
を
積
み
増

し
し
て
い
く
。

常任委員会報告

答

答 問
市
の
現
在
の
基
幹
シ
ス
テ
ム
の
契
約
期
限
は
令

和
７
年
10
月
だ
が
、
国
の
進
め
る
シ
ス
テ
ム
標

準
化
の
期
限
と
重
な
る
。
間
に
合
う
か
。

国
が
提
示
す
る
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
間
に
合
う
よ

う
順
次
作
業
を
進
め
て
い
る
。

問
正
規
職
員
７
５
０
人
に
対
し
非
正
規
雇
用
の
会

計
年
度
任
用
職
員
７
３
０
人
で
、
多
く
を
会
計

年
度
任
用
職
員
に
頼
っ
て
い
る
が
、
民
間
の
人

材
派
遣
を
活
用
し
て
は
ど
う
か
。

令
和
３
年
度
に
検
討
し
た
経
過
が
あ
る
。
人
材

派
遣
の
職
員
と
会
計
年
度
任
用
職
員
の
人
件
費

を
比
較
す
る
と
、
人
材
派
遣
の
人
件
費
が
年
間

90
万
円
く
ら
い
高
く
な
る
た
め
、
人
材
派
遣
を

活
用
す
る
と
い
う
考
え
は
今
の
と
こ
ろ
な
い
。

答

井
出 

勝
正

反
対
の
意
見

　
平
和
推
進
事
業
の「
平
和
と
人
権
の
つ
ど
い
」と「
戦

没
者
追つ

い
と
う
し
き

悼
式
」
は
、
二
度
と
再
び
戦
争
を
起
こ
さ
な
い

と
い
う
誓ち

か

い
の
場
で
、
広
く
市
民
的
行
事
と
し
て
重
要

で
あ
る
。
３
年
に
一
度
の
開
催
に
し
て
し
ま
っ
た
こ
と

は
許
さ
れ
な
い
。

　
「
戦
没
者
追
悼
式
」
は
高
齢
化
す
る
遺
族
会
の
事
情

も
あ
り
、
相
談
し
な
が
ら
３
年
ご
と
や
っ
て
い
く
こ
と

に
し
た
と
聞
く
。
毎
年
き
ち
ん
と
や
り
た
い
と
い
う
声

も
あ
り
、
尊
重
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
が
、
平
和
教
育

に
つ
い
て
市
は
き
ち
ん
と
し
た
姿
、
立
ち
位
置
で
進
め

て
き
た
。

松
枝
　
功
　
竹
内 

秀
太
郎

辻
谷 

洋
一

賛
成
の
意
見

議案第96号

長
野
県
後
期
高
齢
者
医

療
広
域
連
合
規
約
の
変
更

臼
井 

泰
彦

反
対
の
意
見

　
健
康
保
険
証
が
12
月
２
日
以
降
に
発
行
さ
れ
な
く
な

　
申
請
し
な
く
て
も
資
格
確
認
書
が
送
ら
れ
て
き
て
、

今
ま
で
ど
お
り
に
き
ち
ん
と
診
察
が
受
け
ら
れ
る
こ
と

に
何
ら
変
わ
り
は
な
い
。
国
の
制
度
が
変
わ
る
こ
と
に

関
し
て
市
の
方
で
し
っ
か
り
と
業
務
を
し
て
い
る
こ
と

な
の
で
、
何
ら
反
対
す
る
も
の
で
は
な
い
。

中
村 

今
朝
子

賛
成
の
意
見

トピック

新型コロナウイルス感染症予防
自己負担額は1,800円で

　１人分の接種費用１万5,538 円に
対して、国が 8,300 円、市が 5,438
円、計 1 万3,738 円を助成するので、
自己負担額は 1,800 円となります。
　対象の方に接種券が送られますが、
接種は義務ではありません。接種を
希望される場合のみ予防接種を受け
てください。

総務省が進めるシステム標準化

陳情第４号

政
府
の
責
任
で
医
療
・

介
護
施
設
へ
の
支
援
を

拡
充
し
、
す
べ
て
の
ケ
ア

労
働
者
の
賃
上
げ
や
人

員
増
を
求
め
る
陳
情
書

陳情第５号

国
民
健
康
保
険
財
政
へ

の
国
庫
負
担
の
増
額
を

求
め
る
陳
情
書

　
本
会
議
で
も
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

議案第97号

国
民
健
康
保
険
条
例
の

一
部
改
正
条
例

臼
井 

泰
彦

反
対
の
意
見

中
村 

今
朝
子

賛
成
の
意
見

反
対
と
賛
成
の

意
見
は
、
議
案

第
96
号
と
同
じ

内
容
で
し
た
。

保
健
医
療
部
か
ら
の
説
明　
　
市
内
唯
一
の
公
的
病
院

に
対
し
て
、
不
採
算
医
療
で
あ
る
救
急
医
療
に
対
す
る

国
の
特
別
交
付
税
措
置
（
約
８
割
）
に
よ
り
、
令
和
６

年
度
予
算
通
り
４
９
８
７
万
円
の
財
政
支
援
を
行
な

う
。

る
。
申
請
し
な
い
と
資
格
確
認
書
が
交
付
さ
れ
な
く
な

れ
ば
、
国
民
皆
保
険
制
度
が
崩
れ
て
し
ま
う
。
湯
水
の

よ
う
に
税
金
を
注
ぎ
マ
イ
ナ
保
険
証
を
取
得
す
る
人
が

増
え
て
も
、
そ
の
利
用
率
は
１
割
程
度
で
あ
る
。

※
議
員
か
ら
も
質
疑
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
安
曇

野
赤
十
字
病
院
へ
の
財
政
支
援
に
つ
い
て
は
、

今
後
も
注
視
し
て
い
き
ま
す
。

　

安
曇
野
赤
十
字
病
院
へ
の
財
政
支
援
に
つ
い
て
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議案第73号

ページへ５

�
�
�

ページへ５.9.12

ページへ５.9.12

ページへ9

ページへ9

ページへ４.8.10.12

ページへ6～10.12

ページへ４

常任委員会報告

４
・
６
・
11
・
12

令
和
６
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
３
号
）

（
経
済
建
設
委
員
会
所
管
事
項
）

経
済
建
設
委
員
会
で
は
、
付
託
さ
れ
た
令
和
６
年
度
安
曇
野
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）、
令
和
５
年
度
安
曇
野
市
一
般
会
計
歳

入
歳
出
決
算
の
認
定
を
含
む
議
案
17
件
を
９
月
19
日
に
審
査
し
ま
し
た
。　
　
　
　

  

議
案
名
や
本
会
議
で
の
議
決
結
果
等
→

ペ
ー
ジ
へ

国
の
認
可
が
遅
れ
て
い
る
が
、
全
体
的
な
工
期

の
遅
れ
は
ど
れ
く
ら
い
か
。

答 問
国
の
財
産
処
分
の
承
認
が
遅
れ
て
お
り
、
９
月

下
旬
に
は
承
認
が
下
り
る
と
い
っ
た
情
報
も
あ

る
。
若
干
工
事
発
注
等
が
遅
れ
る
が
、
早
け
れ

ば
年
明
け
に
は
工
事
着
手
を
し
、
令
和
７
年
度

中
の
解
体
工
事
完
了
を
目
指
す
。

オンラインによる常任委員会の録画配信が始まりました。
各委員会ページの二次元コードからご覧いただけます。

経
済
建
設

　

三
郷
堆た
い
ひ肥

セ
ン
タ
ー
の
水
分
調
整
施
設
の

　
解
体
工
事
に
つ
い
て

安
曇
野
観
光
メ
タ
バ
ー
ス
に
つ
い
て

      産業・経済・観光・水道
議案
番号 件　　　　　　　名 結果

70号 安曇野市農業集落排水施設条例の一部を改正する条例

原案
可決

71号 安曇野市公共下水道条例の一部を改正する条例

77号 令和６年度安曇野市産業団地造成事業特別会計補正
予算（第１号）

78号 令和６年度安曇野市有明荘特別会計補正予算
（第１号）

79号 令和６年度安曇野市水道事業会計補正予算（第２号）

80号 令和６年度安曇野市下水道事業会計補正予算
（第２号）

85号 令和５年度安曇野市上川手山林財産区特別会計歳入
歳出決算の認定について

認定

86号 令和５年度安曇野市北の沢山林財産区特別会計歳入
歳出決算の認定について

87号 令和５年度安曇野市有明山林財産区特別会計歳入歳
出決算の認定について

88号 令和５年度安曇野市富士尾沢山林財産区特別会計歳
入歳出決算の認定について

89号 令和５年度安曇野市穂高山林財産区特別会計歳入歳
出決算の認定について

90号 令和５年度安曇野市産業団地造成事業特別会計歳入
歳出決算の認定について

91号 令和５年度安曇野市有明荘特別会計歳入歳出決算の
認定について

92号 令和５年度安曇野市水道事業会計利益の処分及び決
算の認定について 原案

可決
及び
認定93号 令和５年度安曇野市下水道事業会計利益の処分及び

決算の認定について

      報告事項
報告
番号 件　　　　　　　名 結果

19号 令和５年度決算に基
もと

づく安曇野市健全化判断比率に
ついて

受理

20号 令和５年度決算に基づく安曇野市産業団地造成事業
特別会計資金不足比率について

21号 令和５年度決算に基づく安曇野市有明荘特別会計資
金不足比率について

22号 令和５年度決算に基づく安曇野市水道事業会計、安
曇野市下水道事業会計資金不足比率について

23号 地方自治法第 180 条の規定による専決処分の報告に
ついて（公用車事故に関すること）

24号 地方自治法第 180 条の規定による専決処分の報告に
ついて（公用車事故に関すること）

      議員提出議案
提出
番号 件　　　　　　　名 結果

７号 政府の責任で医療・介護施設への支援を拡充しすべて
のケア労働者の賃上げや人員増を求める意見書

原案
可決８号 国民健康保険財政への国庫負担の増額を求める意見書

９号 安曇野市議会傍聴規則の一部を改正する規則

令和6年 ９月定例会   ９月定例会で審議した結果です

      総務・政策・財政・環境
議案
番号 件　　　　　　　名 結果

73号 令和６年度安曇野市一般会計補正予算（第３号） 原案
可決

81号 令和５年度安曇野市一般会計歳入歳出
決算の認定について 認定

94号 令和６年度（債務負担行為）豊科中央児童館建設事
業新築工事請負契約について 原案

可決
95号 松本広域連合の消防費負担金算定基準の変更及び松

本広域連合規約の変更について

      健康・福祉・教育
議案
番号 件　　　　　　　名 結果

69号 安曇野市堀金デイサービスセンター条例の一部を改正
する条例

原案
可決

72号 安曇野市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する
基準を定める条例の一部を改正する条例

74号 令和６年度安曇野市国民健康保険特別会計補正予算
（第２号）

75号 令和６年度安曇野市後期高齢者医療特別会計補正予
算（第１号）

76号 令和６年度安曇野市介護保険特別会計補正予算
（第２号）

82号 令和５年度安曇野市国民健康保険特別会計歳入歳出
決算の認定について

認定83号 令和５年度安曇野市後期高齢者医療特別会計歳入歳
出決算の認定について

84号 令和５年度安曇野市介護保険特別会計歳入歳出決算
の認定について

96号 長野県後期高齢者医療広域連合規約の変更について
原案
可決

97号 安曇野市国民健康保険条例の一部を改正する条例

      請願・陳情
請願・陳情

番号 件　　　　　　　名 結果

陳情
４号

政府の責任で医療・介護施設への支援を拡充し　
すべてのケア労働者の賃上げや人員増を求める陳情書

採択
陳情
５号 国民健康保険財政への国庫負担の増額を求める陳情書

解
体
工
事
の
遅
れ
に
よ
っ
て
、
解
体
費
用
の
増

額
は
あ
る
か
。

答 問
遅
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
単
価
設

定
を
見
直
す
必
要
が
あ
り
、
約

50
万
円
ぐ
ら
い
の
増
額
を
見
込

ん
で
い
る
。

既
存
の
電
気
配
管
が
利
用
で
き
な
く
な
っ
た
と

い
う
こ
と
だ
が
、
工
期
の
遅
れ
は
ど
の
く
ら
い

か
。
利
用
者
が
多
い
グ
リ
ー
ン
シ
ー
ズ
ン
と
重

な
る
可
能
性
は
。

答 問
工
期
は
令
和
７
年
５
月
中
旬
ま
で
を
予
定
し
て

い
る
が
、
４
月
末
ま
で
に
は
工
事
完
了
し
、
キ
ャ

か
じ
か
の
里
公
園
改
修
事
業
に
つ
い
て

ン
プ
場
が
オ
ー
プ
ン
す
る
G
W
か
ら
は
使
用
で

き
る
よ
う
に
計
画
し
て
い
る
。

議案第81号

令
和
５
年
度
一
般
会
計

歳
入
歳
出
決
算

（
経
済
建
設
委
員
会
所
管
事
項
）

荒こ
う
は
い廃

農
地
対
策
事
業
に
つ
い
て

令
和
５
年
度
の
荒
廃
農
地
の
解

消
面
積
は
０・
１
h
a
と
僅わ

ず

か

だ
が
、
残
り
の
荒
廃
農
地
は
そ

の
ま
ま
放
置
さ
れ
る
の
か
。
補
助
金
を
受
け
た

後
も
農
業
は
続
け
ら
れ
る
の
か
。
ま
た
、
申
請

件
数
が
減
少
し
て
い
る
原
因
は
。

答 問
令
和
５
年
度
は
1
件
で
０・１
h
a
の
荒
廃
農
地

が
解
消
さ
れ
、
補
助
金
は
５
万
円
。
荒
廃
農
地

面
積
に
対
し
て
解
消
面
積
が
少
な
い
の
は
事
実

で
、
申
請
件
数
が
年
々
減
少
し
て
い
る
の
は
周

知
不
足
が
原
因
と
考
え
ら
れ
る
。
今
後
は
広
報

を
強
化
し
、
地
域
の
農
業
者
と
の
連
携
を
進
め
、

荒
廃
農
地
の
解
消
を
促
進
す
る
。
補
助
金
受
給

者
は
３
年
間
の
営
農
継
続
が
義
務
付
け
ら
れ
て

お
り
、
現
時
点
で
荒
廃
に
戻
っ
た
事
例
は
な
い
。

ま
た
、
申
請
件
数
は
令
和
元
年
に
９
件
だ
っ
た

が
、
令
和
５
年
度
に
は
１
件
に
減
少
し
て
い
る
。

メ
タ
バ
ー
ス
を
利
用
し
た
観
光
事
業
で
、
新
た

な
年
齢
層
へ
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
に
把は

あ
く握
し
評
価
し
て
い
る
の
か
。
ま

た
、
今
後
の
展
開
は
。

答 問
従
来
の
60
代
の
リ
ピ
ー
タ
ー
層
に
加
え
、
新
た
な

層
と
し
て
デ
ジ
タ
ル
ネ
イ
テ
ィ
ブ
世
代
で
あ
る
10

代
後
半
か
ら
20
代
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
て
い
る
。

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
慣
れ
た
こ
の
世
代
に
対
し
、

メ
タ
バ
ー
ス
イ
ベ
ン
ト
や
実
体
験
の
機
会
を
設

け
、
興
味
を
引
く
こ
と
が
で
き
た
。
今
後
は
コ
ン

テ
ン
ツ
を
充
実
さ
せ
、
若
者
の
意
見
を
取
り
入
れ

な
が
ら
、
安
曇
野
へ
の
誘
客
を
促
進
す
る
予
定
。

トピック

“熊出没注意！”

　令和 6 年 9 月 5 日、安曇野市穂高有明で
ツキノワグマによる人身被害が発生。沢登
り中の 53 歳男性が成獣に襲われ、左腕と頭
部を負傷しましたが、命に別状はありません
でした。市は翌日、警察や猟友会と現地確認・
パトロールを実施し、注意喚

か ん き

起の看板を設
置。また、ラジオ放送による警告も行って
います。熊の目撃件数は昨
年を上回り、特に集落内で
の目撃が増加しています。

      人事
議案
番号 件　　　　　　　名 結果

98号 教育委員会委員の任命について
同意

99号 固定資産評価審査委員会委員の選任について

100号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて 適任
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9 月
定例会

※
一
般
質
問
の
詳
細
は
、
安
曇
野
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
図
書
館
に
会
議
録
が
あ
り
ま
す
。
ご
覧
く
だ
さ
い
。（
会
議
録
作
成
に
は
定
例
会
か
ら
２
カ
月
ほ
ど
か
か
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。）

■　ふるさと納税による寄附金額等の推移
　　　　　（十万円以下四捨五入）

（単位：百万円）
　　　　項　　目 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度

本市への寄附
金額　（A）

1,072 813 586 591

返礼品等経費　
（B）

434 344 248 262

他自治体への
寄附金額（C1）

149 189 243 310

寄附金税額控
除額　（C2）

67 86 115 146

実質収入額
（A-B-C2）

572 383 223 183

市政のここが聴きたい!!

一 般 質 問

　
問	

児
童
館
と
地
域
づ
く
り
、
笑
顔
い
っ
ぱ

い
の
み
ん
な
で
創
る
児
童
館
の
施
策
の

展
望
に
つ
い
て
伺
う
。

教
長	

堀
金
児
童
館
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
、

児
童
ク
ラ
ブ
の
保
護
者
会
が
、
児
童
館

事
業
や
、
除
草
・
窓
拭
き
な
ど
の
作
業

に
協
力
を
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。
堀

金
地
域
は
子
育
て
支
援
の
体
制
が
児
童

館
を
中
心
に
根
づ
い
て
い
る
と
も
い
え

る
。
今
後
、
大
学
生
や
地
域
の
若
い
方

に
も
関
わ
っ
て
い
た
だ
く
新
た
な
視
点

か
ら
の
事
業
展
開
に
期
待
し
て
い
る
。

第 13 分団第 1 部消防詰所前の歩道工事予定地

　
問	

計
画
予
定
路
線
下
等
に
お
い
て
、
通
学

路
を
含
む
歩
道
整
備
の
全
体
的
な
施
策

方
針
等
に
つ
い
て
伺
う
。

建
設	

令
和
５
年
度
に
詳
細
設
計
と
用
地
測
量

を
終
了
。
上
堀
の
第
13
分
団
第
１
部
消

防
詰
所
～
倉
田
道
祖
神
は
、
令
和
７
年

度
に
は
用
地
補ほ

し
ょ
う
け
い
や
く

償
契
約
、
令
和
８
年
度

の
工
事
着
手
を
予
定
。

市
長	

市
道
堀
金
１
級
１
号
線
は
通
学
路
と

な
っ
て
お
り
、
歩
道
整
備
に
よ
り
児
童

生
徒
が
安
心
し
て
通
学
で
き
る
よ
う
、

事
業
促
進
を
図は

か

っ
て
い
る
。
沿
線
の
皆

さ
ん
の
ご
理
解
・
ご
協
力
を
得
な
が
ら

事
業
を
進
め
て
い
き
た
い
。

　
問	

利
用
登
録
者
と
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を

活
用
し
て
、
多
く
の
方
々
に
行
事
等
の

予
定
を
知
ら
せ
て
は
ど
う
か
。

教
部	

児
童
館
、
児
童
ク
ラ
ブ
と
も
、
指
定
管

理
者
が
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
の
新
た
な
方
法

を
現
在
検
討
し
て
い
る
。
今
後
、
連
携

し
て
利
用
者
に
分
か
り
や
す
く
、
伝
わ

り
や
す
い
方
法
に
な
る
よ
う
努つ

と

め
て
い

く
。

市
道
堀
金
上
堀
～

岩
原
公
民
館
前
の
歩
道
整
備
は

会派 きぼう
一志 信一郎

○：賛成　　×：反対　　欠：欠席　　除：除斥　　退：退席　　議：議長

議席番号 1 2 3 4 5 6 7 8 10 11 12 13 14 15 16 18 19 20 21 22

議案等
番号 議決日 議決

結果

矢
澤　
　
毅 　　
彦

中
村
　　
芳
朗

大
竹
　
啓
正

増
井
　
裕
壽

岡
村
　
典
明

辻
谷
　
洋
一

橋
本
　
裕
二

臼
井
　
泰
彦

竹
内 　
秀
太
郎

中
村 　
今
朝
子

林

　　
孝
彦

井
出
　
勝
正

増
田 　
望
三
郎

猪
狩 　
久
美
子

内
川
　
集
雄

宮
下
　
明
博

一
志 　
信
一
郎

平
林 

　　
明

小
林
　
純
子

松
枝　
　
　
功

議　案
第73号

令和６年度安曇野市一般会計補正予算
（第３号） 9/27 原案

可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 × 議

議　案
第81号

令和５年度安曇野市一般会計歳入歳出決算の
認定について 9/27 認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 × 〇 × 〇 〇 〇 〇 × 議

議　案
第96号

長野県後期高齢者医療広域連合規約の変更に
ついて 9/27 原案

可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 × 〇 × 〇 〇 〇 〇 × 議

議　案
第97号

安曇野市国民健康保険条例の一部を改正する
条例 9/27 原案

可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 × 〇 × 〇 〇 〇 〇 × 議

議員名

議案名

全議案のうち賛否が分かれた議案等み
ん
な
で
創
る
児
童
館
を
目
指
し
て

　
問	

令
和
２
年
以
降
本
市
が
受
け
入
れ
た
寄

附
金
額
と
市
民
が
他
自
治
体
へ
寄
附
し

た
金
額
に
つ
い
て
伺
う
。

総
務	

受
け
た
金
額
は
、
令
和
２
年
約
10
億
７

	

０
０
０
万
円
、
令
和
５
年
約
５
億
９
０

	

０
０
万
円
。
他
自
治
体
へ
寄
附
し
た
金

額
は
、
令
和
２
年
約
１
億
５
０
０
０
万

円
、
令
和
５
年
約
３
億
１
０
０
０
万
円
。

　
問	

受
け
入
れ
た
寄
附
金
額
の
大
幅
減
少
と
、

市
民
の
他
自
治
体
へ
の
寄
附
金
額
の
増

加
を
ど
う
考
え
る
か
伺
う
。

市
長	

本
市
へ
の
寄
附
金
額
は
、
返
礼
品
と
し

て
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
の
伸
び
悩
み
が
大

き
い
。
一
方
、
市
民
の
他
自
治
体
へ
の

寄
附
金
額
は
、
全
国
的
な
傾
向
と
同
様

に
年
々
増
加
し
て
い
る
。

　
問	

令
和
２
年
以
降
本
市
が
受
け
入
れ
た
寄

附
金
額
か
ら
返
礼
品
等
経
費
額
と
市
民

が
他
自
治
体
へ
の
寄
附
金
に
よ
る
住
民

税
控
除
額
を
差
し
引
い
た
実
質
収
入
額

に
つ
い
て
伺
う
。

総
務	

令
和
２
年
約
５
億
７
０
０
０
万
円
、
令

和
５
年
約
１
億
８
０
０
０
万
円
。

　
問	

今
の
傾
向
が
続
く
と
近
い
将
来
、
実
質

収
入
額
が
マ
イ
ナ
ス
に
な
り
、
市
民
税

を
投
入
し
自
主
財
源
を
減
ら
す
こ
と
に

な
る
が
、
市
長
の
見
解
を
伺
う
。

市
長	

他
自
治
体
へ
寄
附
さ
れ
た
場
合
の
市
民

税
の
減
少
分
は
、
そ
の
75
％
が
交
付
税

で
補お

ぎ
なえ

る
の
で
緩か

ん
わ和

さ
れ
る
。

　
問	

豊
科
南
小
学
校
の
５
、６
年
生
を
対
象
に

し
た
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
実
施
時
期

に
つ
い
て
伺
う
。

教
長	

令
和
９
年
度
の
校
舎
の
長
寿
命
化
工
事

に
合
わ
せ
て
用
意
す
る
仮
設
設
備
の
一

つ
と
し
て
、
検
討
を
進
め
る
。

ふ
る
さ
と
納
税
に
よ
る

実
質
収
入
額
が
大
幅
に
減
少

会派 きぼう
竹内 秀太郎

豊
科
南
小
の
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

見
、
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か
し
て
も
ら
う
こ

と
に
期
待
す
る
。

　
問	

歴
史
的
に
貴
重
な
古
民
家
を
、
市
が
政

策
的
に
保
存
、
再
生
、
活
用
の
方
法
を

示
し
、
場
合
に
よ
っ
て
は
取
得
す
る
な

ど
、
積
極
的
に
関
わ
る
必
要
が
あ
る
と

思
う
が
ど
う
か
。

市
長	

持
続
可
能
な
継
承
の
あ
り
方
が
必
要
。

ど
の
よ
う
な
方
策
を
と
る
か
、
庁
内
で

検
討
し
、外
部
人
材
も
入
れ
た
検
討
チ
ー

ム
を
立
ち
上
げ
、
方
向
性
を
年
内
に
も

決
定
し
て
い
き
た
い
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

〇
高
齢
者
支
援
の
拡
充

〇
マ
イ
ナ
保
険
証
の
普
及
と
利
用
促
進
等

会派 あづみ野
中村 今朝子

古
民
家
の

保
存
・
再
生
・
活
用
を

　
問	

安
曇
野
に
点
在
す
る
屋や

し
き
り
ん

敷
林
や
古
民
家

は
、
歴
史
・
文
化
を
今
に
伝
え
る
貴
重

な
財
産
で
あ
る
。
し
か
し
近
年
、
相
続

等
に
伴
う
維
持
管
理
の
問
題
な
ど
か
ら

取
り
壊
さ
れ
、
貴
重
な
財
産
が
失
わ
れ
、

安
曇
野
の
魅
力
を
損そ

こ
な
う
こ
と
に
な
り
、

対
策
が
必
要
で
あ
る
。
安
曇
野
の
古
民

家
が
ど
の
よ
う
な
価
値
が
あ
る
の
か
、

認
識
を
伺
う
。

市
長	

田
園
の
中
に
点
在
す
る
古
民
家
は
、
歴

史
・
文
化
的
な
価
値
が
非
常
に
高
い
。

観
光
資
源
、
商
業
施
設
と
し
て
活
用
す

る
事
例
も
全
国
に
は
あ
る
。
地
域
活
性

化
の
資
源
と
し
て
期
待
し
て
い
る
。

　
問	

本
市
が
県
下
初
と
な
る
、
全
国
古
民
家

再
生
協
会
長
野
県
連
合
会
と
包ほ

う
か
つ
れ
ん
け
い

括
連
携

協
定
を
締て

い
け
つ結

し
た
。
そ
の
狙ね

ら

い
と
今
後

の
展
開
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長	

古
民
家
の
利
活
用
、
再
生
お
よ
び
資
源

利
用
の
促
進
に
取
り
組
む
こ
と
で
、
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維
持
や
、
移
住
定

住
の
促
進
を
図
り
、
歴
史
・
文
化
を
次

世
代
に
引
き
継
ぐ
こ
と
で
、
持
続
可
能

な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す
。
協
会
が
、

相
談
窓
口
の
一
つ
と
し
て
、
実
績
や
知

いそがれる、守るべき古民家の保存・再生
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9 月
定例会

※
一
般
質
問
の
詳
細
は
、
安
曇
野
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
図
書
館
に
会
議
録
が
あ
り
ま
す
。
ご
覧
く
だ
さ
い
。（
会
議
録
作
成
に
は
定
例
会
か
ら
２
カ
月
ほ
ど
か
か
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。）

市政のここが聴きたい!!

★
答
弁
者
の
表
記
★　
市
長
→
市
長　
副
市
長
→
副
長　
教
育
長
→
教
長　
危
機
管
理
監
→
危
機　
総
務
部
長
→
総
務　
政
策
部
長
→
政
策　
市
民
生
活
部
長
→
生
活　
福
祉
部
長
→
福
祉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
保
健
医
療
部
長
→
保
健　
農
林
部
長
→
農
林　
都
市
建
設
部
長
→
建
設　
商
工
観
光
ス
ポ
ー
ツ
部
長
→
商
工　
上
下
水
道
部
長
→
水
道　
教
育
部
長
→
教
部

一 般 質 問

１
冊
１
冊
違
う
表
情
、
表
紙
を
持
っ
た

母
子
手
帳
を
作
れ
な
い
か
。

保
健	

自
由
に
記
入
さ
れ
た
手
帳
の
内
容
そ
の

も
の
が
唯
一
無
二
の
も
の
に
な
る
と
考

え
る
。
国
に
お
い
て
電
子
版
の
母
子
健

康
手
帳
が
検
討
さ
れ
て
い
る
の
で
動
向

を
注
視
す
る
。

福
祉	

就
労
支
援
に
つ
な
が
る
創
作
活
動
が
拡

大
し
て
い
く
よ
う
、
提
案
さ
れ
た
内
容

は
事
業
所
と
も
共
有
し
て
い
き
た
い
。

市
長	

母
子
健
康
手
帳
の
デ
ザ
イ
ン
に
か
か
わ

ら
ず
、
市
民
に
障
が
い
の
あ
る
人
の
作

品
に
触
れ
る
機
会
を
案
内
す
る
こ
と
で
、

創
作
活
動
の
拡
大
や
就
労
支
援
に
つ
な

が
る
と
考
え
る
。

無所属の会
橋本 裕二

世
界
で
た
っ
た
一
つ
の

母
子
手
帳

　
問	

軽
井
沢
病
院
（
公
立
）
が
、
世
界
に
一

つ
だ
け
の
「
お
く
す
り
て
ち
ょ
う
」
を

発
行
し
て
い
る
。
障
が
い
を
持
つ
人
々

に
病
院
が
１
点
１
点
制
作
を
委
託
。
１

冊
２
０
０
円
の
売
上
は
障
が
い
を
持
つ

ク
リ
エ
ー
タ
ー
に
還
元
さ
れ
る
、
と
い

う
素
晴
ら
し
い
循
環
が
あ
る
。
安
曇
野

を
テ
ー
マ
に
し
た
、
世
界
で
た
っ
た
ひ

と
つ
の
母
子
手
帳
を
地
域
の
中
で
作
る

こ
と
が
で
き
れ
ば
、
母
子
手
帳
に
３
つ

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
込
め
る
こ
と
が
で
き

る
。
子
ど
も
た
ち
は
一
人
一
人
違
っ
て

い
て
当
た
り
前
な
ん
だ
と
い
う
多
様
性

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
。
障
が
い
を
持
つ
人
々

の
活
躍
の
舞
台
が
あ
る
と
い
う
メ
ッ

セ
ー
ジ
。
最
後
に
、
安
曇
野
市
が
共
生

社
会
を
つ
く
っ
て
い
く
と
い
う
力
強
い

メ
ッ
セ
ー
ジ
。
市
の
年
間
の
出
生
数
は

５
０
０
人
台
。
10
年
経
て
ば
５
０
０
０

人
。
５
０
０
０
人
の
子
ど
も
た
ち
を
表

現
す
る
５
０
０
０
点
の
ア
ー
ト
を
並
べ

る
こ
と
が
で
き
た
ら
大
き
な
イ
ン
パ
ク

ト
だ
。
そ
う
い
う
自
治
体
に
は
、
き
っ

と
素
晴
ら
し
い
子
育
て
環
境
が
今
後
も

継
続
し
て
い
く
。
芸
術
の
力
を
借
り
、

軽井沢病院の世界に一つだけの
おくすりてちょう

　
問	

安
曇
野
市
周
辺
の
軽
音
楽
の
イ
ベ
ン
ト

の
状
況
は
。

教
部	

市
で
持
っ
て
い
る
施
設
は
、
穂
高
交
流

学
習
セ
ン
タ
ー
が
あ
る
。
貸
館
事
業
は
、

交
流
学
習
セ
ン
タ
ー
・
公
民
館
ホ
ー
ル

な
ど
で
軽
音
楽
の
コ
ン
サ
ー
ト
が
開
催

さ
れ
て
い
る
。

　
問	

市
の
協
力
の
下も

と
、
安
曇
野
市
に
お
い
て

コ
ン
テ
ス
ト
形
式
の
軽
音
楽
イ
ベ
ン
ト

を
提
案
す
る
が
ど
う
か
。

市
長	

軽
音
楽
で
安
曇
野
を
盛
り
上
げ
た
い
機

運
が
高
ま
る
こ
と
が
要か

な
め。

軽
音
楽
に
親

し
む
機
会
を
設
け
た
い
、
自
分
た
ち
が

演
奏
し
て
み
ん
な
に
聞
い
て
も
ら
い
た

い
要
望
が
、
多
く
市
に
寄
せ
ら
れ
れ
ば
、

支
援
の
仕
方
を
検
討
し
た
い
。

　
問	

早そ
う
し
ゅ
ん
ふ

春
賦
音
楽
祭
の
中
で
、
軽
音
楽
を
行

な
う
こ
と
は
可
能
か
。

教
部	
こ
の
音
楽
祭
で
は
、
例
年
出
演
者
を
公

募
し
て
お
り
、
自
由
に
演
奏
す
る
こ
と

が
で
き
る
ス
テ
ー
ジ
を
設
け
て
い
る
。

軽
音
楽
で
も
応
募
す
る
こ
と
が
可
能
。

　
問	

軽
音
楽
イ
ベ
ン
ト
を
あ
づ
み
野
祭
り
の

中
で
行
な
う
こ
と
は
可
能
か
。

生
活	

事
業
の
目
的
と
照
ら
し
合
わ
せ
、
軽
音

楽
イ
ベ
ン
ト
を
あ
づ
み
野
祭
り
と
タ
イ

ア
ッ
プ
し
て
実
施
す
る
こ
と
は
難
し
い
。

　
問	

こ
の
エ
リ
ア
の
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
お
よ

び
路
面
標
示
の
早
め
の
対
応
は
。

建
設	

グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
は
、
今
年
度
実
施
を

予
定
し
て
い
る
。
事
業
延
長
が
長
い
こ

と
か
ら
、
２
年
に
分
け
て
施
工
す
る
予

定
。
今
年
度
の
計
画
分
は
、
年
内
の
完

成
に
向
け
準
備
を
進
め
て
い
る
。
路
面

標
示
は
、
一
体
的
に
塗
り
直
す
計
画
で
、

既
に
工
事
を
発
注
し
て
い
る
。

軽
音
楽
の
イ
ベ
ン
ト

開
催
に
向
け
て
…

会派 きぼう
岡村 典明

グリーンベルト設置予定エリア

徳と
く
じ
ろ
う

治
郎
入
口
信
号
か
ら
豊
科
北

小
学
校
ま
で
の
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト 

お
よ
び 

路
面
標
示
に
つ
い
て

死
骸
に
は
触
ら
な
い
こ
と
、
ま
た
、
触
っ

た
場
合
の
危
険
性
を
含
め
、
そ
の
都つ

ど度

大
半
の
学
校
で
は
指
導
し
て
い
る
。

　
問	

全
学
校
で
の
指
導
を
の
ぞ
む
が
現
状
は
。

教
部	

市
内
の
状
況
は
、１
校
、堀
金
小
学
校
で
、

学
級
活
動
で
指
導
し
て
い
る
。

　
問	

紛
失
防
止
タ
グ
（
Ｇ
Ｐ
Ｓ
付
き
）
の
購

入
費
へ
の
補
助
は
で
き
な
い
か
。

生
活	
ペ
ッ
ト
用
紛
失
防
止
タ
グ
の
購
入
費
補

助
は
考
え
て
は
な
い
。

教
部	

紛
失
防
止
タ
グ
の
必
要
性
な
ど
研
究
を

進
め
て
い
く
。

福
祉	

介
護
保
険
制
度
に
て
Ｇ
Ｐ
Ｓ
機
能
付
き

認
知
症
徘は

い
か
い回
探
知
機
を
１
割
負
担
で
借

り
る
制
度
が
あ
る
の
で
考
え
て
は
い
な

い
。

　
問	

何
が
遺い

し
つ
ぶ
つ

失
物
で
何
が
ご
み
な
の
か
、
動

物
（
ペ
ッ
ト
含
む
）
の
死し

が
い骸
は
何
に
分

類
さ
れ
る
の
か
。

生
活	

遺
失
物
と
は
、
持
ち
主
の
意
思
に
基も

と

づ

か
ず
落
と
し
て
し
ま
っ
た
物
、
ま
た
は

忘
れ
て
置
い
て
き
て
し
ま
っ
た
物
。
ご

み
と
は
、
使
わ
な
く
な
っ
た
不
要
な
物

で
あ
る
。
動
物
の
死
骸
は
、
廃
棄
物
処

理
法
に
よ
り
、
廃
棄
物
、
つ
ま
り
、
ご

み
で
あ
る
。

　
問	

遺
失
物
と
ご
み
、
動
物
の
死
骸
、
発
見

時
の
取
扱
方
法
と
、
児
童
へ
の
指
導
は
。

生
活	

遺
失
物
は
警
察
署
へ
、
ご
み
は
各
家
庭

に
配
布
し
て
い
る
「
家
庭
用
資
源
物
・

ご
み
出
し
方
の
手
引
き
」
の
と
お
り
出

し
て
い
た
だ
く
。
資
源
物
は
、
可
能
な

限
り
分
別
し
て
出
し
て
い
た
だ
く
。
動

物
の
死
骸
に
つ
い
て
も
、
市
が
管
理
す

る
道
路
は
、
市
に
連
絡
を
い
た
だ
け
れ

ば
回
収
す
る
。
国
が
管
理
す
る
国
道
な

ど
、動
物
の
死
骸
の
場
所
や
種
類
に
よ
っ

て
連
絡
先
が
異こ

と
な
る
。

教
部	

小
・
中
学
校
で
は
、
子
ど
も
が
動
物
の

死
骸
を
見
つ
け
た
と
学
校
職
員
に
報
告

が
あ
っ
た
場
合
、
大
人
に
伝
え
る
こ
と
、

多
種
多
様
に
有
効
な
紛
失

防
止
タ
グ
購
入
に
補
助
を

会派 さきがけ
辻谷 洋一

安
曇
野
市
っ
て
犯
罪
の

な
い
ま
ち
と
胸
を
張
り
た
い

無所属
内川 集雄

　
問	

万
引
き
は
、
小
売
業
で
働
く
労
働
者
に

は
大
き
な
負
担
や
不
安
を
与
え
、
小
売

業
者
に
は
多
大
な
損
失
を
与
え
て
い
る
。

万
引
き
は
繰
り
返
す
う
ち
に
深
刻
な
犯

罪
に
つ
な
が
る
可
能
性
の
あ
る
ゲ
ー
ト

ウ
ェ
イ
犯
罪
と
私
は
認
識
し
て
い
る
。

万
引
き
防
止
に
対
す
る
支
援
の
取
り
組

み
は
。

商
工	

小
売
業
者
の
防
犯
対
策
に
特
化
し
た
補

助
金
を
新
た
に
創
設
し
て
支
援
す
る
と

い
う
こ
と
は
、
現
在
は
考
え
て
い
な
い

が
、
万
引
き
等
が
小
売
業
者
の
経
営
に

与
え
る
影
響
な
ど
に
つ
い
て
、
状
況
を

把は
あ
く握
す
る
と
と
も
に
、
長
野
県
警
察
そ

れ
か
ら
市
民
生
活
部
等
関
係
部
署
と
連

携
、
状
況
共
有
を
し
て
、
必
要
な
支
援

を
し
て
い
く
。

　
問	

安
曇
野
市
に
お
け
る
夜
間
の
防
犯
予
防

環
境
を
つ
く
る
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
運

動
「
一
戸
一
灯
運
動
」
の
推
進
と
Ｓ
Ｎ

Ｓ
な
ど
で
特と

く
し
ゅ殊
詐さ

ぎ欺
や
強
盗
な
ど
犯
罪

の
実
行
、
そ
の
犯
罪
に
関
す
る
支
援
に

加
担
し
な
い
啓
発
の
「
安
曇
野
市
闇
バ

イ
ト
防
止
の
日
」
を
提
案
す
る
。

生
活	

一
般
住
宅
等
に
夜
遅
く
、
あ
る
い
は
朝

ま
で
門も

ん
と
う灯

等
を
灯と

も
し
て
も
ら
う
こ
と
は
、

防
犯
灯
空
白
地
帯
の
こ
と
も
考
え
れ
ば
、

防
犯
上
大
変
有
効
な
施
策
で
あ
る
。
電

気
代
が
高こ

う
と
う騰

し
て
い
る
昨
今
、
強
く
は

お
願
い
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
市

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
に
お
い
て
市
民
に

協
力
を
呼
び
か
け
る
。
ま
た
、「
闇
の
日
」

は
制
定
し
な
い
が
、
闇
バ
イ
ト
の
注
意

喚か
ん
き起

を
、
警
察
や
防
犯
協
会
と
も
連
携

し
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
啓
発

を
行
な
っ
て
い
く
。

万引きはゲートウェイ犯罪への道

灯あ
か

り
で
守
ろ
う
地
域
の
安
全

「
一い

っ
こ
い
っ
と
う

戸
一
灯
運
動
」
と
「
安
曇
野

市
闇や

み

バ
イ
ト
防
止
の
日
」
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9 月
定例会

★
答
弁
者
の
表
記
★　
市
長
→
市
長　
副
市
長
→
副
長　
教
育
長
→
教
長　
危
機
管
理
監
→
危
機　
総
務
部
長
→
総
務　
政
策
部
長
→
政
策　
市
民
生
活
部
長
→
生
活　
福
祉
部
長
→
福
祉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
保
健
医
療
部
長
→
保
健　
農
林
部
長
→
農
林　
都
市
建
設
部
長
→
建
設　
商
工
観
光
ス
ポ
ー
ツ
部
長
→
商
工　
上
下
水
道
部
長
→
水
道　
教
育
部
長
→
教
部

※
ホ
ン
デ
リ
ン
グ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
…
寄
贈
さ
れ
た
本
の
売
却
代
金
を
寄
付
と
し
て
、
犯
罪
被
害
に
遭
わ
れ
た
方
々
の
支
援
活
動
に
役
立
て
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。

市政のここが聴きたい!! 一 般 質 問
　
問	

自
衛
隊
へ
の
名
簿
提
供
の
該
当
者
、
除

外
申
請
者
、
担
当
職
員
と
事
務
量
は
。

総
務	

対
象
者
は
１
６
９
７
名
。
除
外
申
請
者

は
18
歳
・
22
歳
各
１
名
。
担
当
職
員
は

１
名
で
大
体
１
日
の
事
務
量
だ
。

　
問	

自
衛
隊
法
や
自
衛
隊
施
行
令
に
は
、
自

衛
隊
に
個
人
情
報
を
提
供
し
な
さ
い
と

の
文
言
は
あ
る
の
か
、
な
い
の
か
。

総
務	

個
人
情
報
の
提
供
の
規
定
は
な
い
。

　
問	

規
定
が
な
い
の
に
個
人
情
報
を
提
供
す

る
の
は
、
防
衛
省
人
事
教
育
局
人
材
育

成
課
長
お
よ
び
総
務
省
自
治
行
政
局
住

民
制
度
課
長
通
知
に
よ
る
と
い
う
の
か
。

総
務	

そ
の
と
お
り
。
通
知
に
住
民
基
本
台
帳

の
写
し
の
提
出
は
実
施
可
能
と
あ
る
。

　
問	

自
衛
隊
は
国
際
法
上
ど
の
よ
う
な
存
在

か
。
ま
た
ど
の
よ
う
な
職
業
か
。

総
務	

自
衛
隊
の
業
務
は
市
政
の
範
囲
で
は
な

い
。
国
際
法
上
の
解
釈
に
つ
い
て
知
見

を
持
ち
合
わ
せ
て
い
な
い
。
自
衛
隊
は

我
が
国
の
平
和
と
独
立
を
守
り
国
の
安

全
を
保
つ
た
め
、
我
が
国
の
防
衛
を
主

た
る
任
務
と
し
、
必
要
に
応
じ
公
共
の

秩ち
つ
じ
ょ序
維
持
に
あ
た
る
と
さ
れ
て
い
る
。

　
問	

自
衛
隊
は
軍
隊
で
あ
り
賭と

め
い命
義
務
を
負

	

っ
た
兵
士
だ
。
労
働
基
準
法
も
な
い
。

こ
の
情
報
提
供
が
な
い
の
は
な
ぜ
か
。

総
務	

除
外
申
請
を
周
知
す
る
ペ
ー
ジ
だ
。

　
問	

自
衛
隊
応
募
減
の
原
因
は
、
ア
メ
リ
カ

が
起
こ
す
戦
争
に
巻
き
込
ま
れ
、
戦
死

す
る
危
険
が
あ
る
か
ら
だ
。
自
衛
隊
の

今
の
姿
、
変
化
を
ど
う
考
え
る
か
。

市
長	
憲
法
９
条
の
規
定
は
守
る
べ
き
だ
。
自

衛
隊
は
合
憲
で
あ
り
法
定
受
託
事
務
と

し
て
、
市
は
可
能
な
限
り
協
力
す
る
。

　
問	

こ
の
中
学
生
を
施
策
に
生
か
せ
な
い
か
。

農
林	

就
農
施
策
に
活
か
し
た
い
。

教
部	

同
年
代
の
職
業
を
考
え
る
参
考
に
な
る
。

名
簿
除
外
申
請
ペ
ー
ジ
に

自
衛
隊
の
本
務
の
記
載
を

日本共産党
安曇野市議団

井出 勝正

青コショウを収穫する中学生 飯沼 永
と わ

遠さん

農
協
組
合
員
の
中
学
生
を
活
か
せ

　
問	

特
別
支
援
教
育
支
援
員
、
給
食
調
理
員
、

図
書
館
司
書
、
保
育
士
、
保
育
補
助
員
、

こ
ど
も
園
事
務
等
の
会
計
年
度
任
用
職

員
数
と
、
そ
の
う
ち
の
女
性
の
人
数
を

お
聞
き
す
る
。

総
務	

特
別
支
援
教
育
支
援
員
の
総
数
は
41
名
、

そ
の
う
ち
女
性
数
は
30
名
。
給
食
調
理

員
は
70
名
で
、
全
て
女
性
。
図
書
館
司

書
は
総
数
35
名
、
う
ち
女
性
は
33
名
。

保
育
士
の
総
数
は
２
３
１
名
、
う
ち
女

性
は
２
２
７
名
。
こ
ど
も
園
事
務
総
数

19
名
、
全
員
女
性
だ
。

　
問	

会
計
年
度
任
用
職
員
に
つ
い
て
、
５
年
、

10
年
を
超
え
て
の
任
用
は
あ
る
か
。

総
務	

公
募
に
よ
ら
な
い
再
度
の
任
用
の
年
数

上
限
を
５
年
、
保
育
士
と
保
育
補
助
の

再
度
の
任
用
の
年
数
上
限
を
10
年
と
し

て
い
る
。

　
問	

新
し
く
勤
勉
手
当
が
つ
く
よ
う
に
な
っ

た
が
、
正
規
職
員
に
準
ず
る
内
容
か
。

総
務	

支
給
率
は
一
般
職
員
と
同
じ
扱
い
だ
。

本
年
度
は
、
す
べ
て
の
会
計
年
度
任
用

職
員
に
つ
い
て
、
標
準
の
成
績
率
で
支

給
し
て
い
る
。

　
問	

会
計
年
度
任
用
職
員
の
約
87
％
が
女
性

だ
。
専
門
職
と
し
て
連
続
し
た
通
常
業

務
に
携た

ず
さわ

っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず

会
計
年
度
任
用
職
員
と
し
て
の
雇
用
だ
。

市
長
は
、「
女
性
か
ら
選
ば
れ
る
長
野
県

を
目
指
す
リ
ー
ダ
ー
の
会
」
の
発
起
人

だ
。
こ
の
状
況
を
ど
う
考
え
る
か
。

市
長	

会
計
年
度
任
用
職
員
に
つ
い
て
は
、
働

き
方
の
ニ
ー
ズ
が
多
様
化
す
る
中
、
働

き
方
の
選
択
肢
の
一
つ
と
捉と

ら
え
て
い
る
。

正
規
職
員
募
集
で
は
、
専
門
職
の
採
用

の
幅
も
広
げ
、
本
年
度
は
、
様さ

ま
ざ
ま々

な
職

種
の
採
用
を
実
施
し
て
い
る
。
会
計
年

度
任
用
職
員
か
ら
採
用
試
験
を
経
て
３

名
が
正
規
職
員
に
採
用
さ
れ
た
。

日本共産党
安曇野市議団

猪狩 久美子

会
計
年
度
任
用
職
員
制
度

に
つ
い
て

安
曇
野
市
東
部
ア
ウ
ト
ド
ア

拠
点
整
備
の
充
実
を

　
問	

整
備
の
充
実
の
目
標
と
取
り
組
み
は
。

市
長	

令
和
６
年
度
か
ら
基
本
設
計
に
入
る
。

明
科
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
施
設
を
目
指
す
。

政
策	

明
科
の
魅
力
を
内
外
に
発
信
し
て
い
く
。

　
問	「
教
育
」
と
「
観
光
」
の
両
立
・
融
合
を

目
指
す
拠
点
整
備
は
。

政
策	

庁
内
関
係
部
局
と
も
連
携
し
検
討
す
る
。

　
問	

ア
ウ
ト
ド
ア
拠
点
の
中
核
と
な
る
セ
ン

タ
ー
ハ
ウ
ス
と
憩い

こ
い
エ
リ
ア
の
充
実
を
。

政
策	

行
っ
て
み
た
い
場
所
、
目
的
地
と
な
る

よ
う
中
身
の
充
実
を
図は

か
っ
て
い
き
た
い
。

　
問	

前ま
え
か
わ川
や
犀さ

い
が
わ川
、
長な

が
み
ね
や
ま

峰
山
、
旧
国
鉄
篠
ノ

井
線
廃は

い
せ
ん
じ
き

線
敷
な
ど
の
環
境
整
備
を
。

政
策	

水す
い
ご
う郷
明
科
の
魅
力
を
広
く
発
信
す
る
た

め
、
整
備
を
進
め
て
い
く
。

商
工	

長
峰
山
の
自
然
満
喫
ゾ
ー
ン
を
具
現
化
。

　
問	

長
峰
山
頂
上
へ
の
道
路
整
備
と
ロ
ー
プ

ウ
エ
ー
の
建
設
を
。

農
林	
大
型
車
両
と
普
通
車
両
の
す
れ
違
い
が

で
き
る
待
避
所
を
約
40
カ
所
設
置
す
る
。

商
工	
ロ
ー
プ
ウ
エ
ー
は
採
算
か
ら
も
難
し
い
。

　
問	

促
進
の
目
標
と
取
り
組
み
は
。

市
長	

令
和
６
年
１
月
に
検
討
委
員
会
が
発
足
。

教
長	

施
設
、
役
割
や
コ
ン
セ
プ
ト
を
検
討
。

　
問	

新
市
立
博
物
館
構
想
の
進し

ん
ち
ょ
く捗と
今
後
は
。

教
部	

体
験
の
企
画
、
安
曇
野
の
自
然
や
歴
史

文
化
等
、
市
民
相
互
の
交
流
も
検
討
。

　
問	

学
芸
員
の
計
画
的
な
採
用
と
育
成
を
。

総
務	

採
用
、
育
成
等
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
問	

推
進
の
目
標
と
取
り
組
み
は
。

教
長	

休
日
部
活
動
地
域
移
行
に
努
め
て
い
く
。

　
問	

安
曇
野
市
モ
デ
ル
事
業
の
堀
金
中
と
堀

金
地
域
の
部
活
地
域
移
行
の
展
開
を
。

教
部	

令
和
６
年
度
は
平
日
地
域
移
行
も
試
行
。

　
問	

中
学
外
部
コ
ー
チ
の
チ
ェ
ッ
ク
強
化
を
。

教
部	

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
等
の
研
修
を
予
定
。

再整備する前川、あやめ公園、
龍
りゅうもんぶち

門 渕公園（右奥）

無所属の会
林 孝彦

安
曇
野
市
新
市
立
博
物
館
構
想
促
進
を

※

性暴力反対を訴える女性たち。
「しんぶん赤旗」提供

　
問	

２
０
２
３
年
３
月
に
関
係
府
省
か
ら「
性

犯
罪
、
性
暴
力
対
策
の
更
な
る
強
化
の

方
針
」が
示
さ
れ
た
。市
の
取
り
組
み
は
。

総
務	

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
研
修
の
中
で
、
職

員
の
意
識
向
上
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

政
策	

相
談
窓
口
を
紹
介
し
て
い
る
。
庁
舎
ロ

ビ
ー
で
展
示
を
行
な
う
な
ど
、
周
知
、

啓
発
に
努
め
て
き
た
。
ホ
ン
デ
リ
ン
グ
・

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
し
、
被
害
者
の

支
援
を
し
て
い
る
。
安
曇
野
市
犯
罪
被

害
者
等
支
援
条
例
を
制
定
し
た
。

生
活	

幼
稚
園
や
認
定
こ
ど
も
園
に
お
い
て
不

審
者
訓
練
を
実
施
し
て
い
る
。

福
祉	

安
曇
野
市
高
齢
者
・
障
害
者
虐
待
防
止

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
議
会
を
設
置
し
、
関

係
機
関
と
の
連
携
体
制
の
整
備
、
強
化

に
取
り
組
ん
で
い
る
。

保
健	

相
談
が
あ
っ
た
場
合
に
は
関
係
部
署
・

機
関
と
連
携
し
対
応
し
て
い
る
。

危
機	

指
定
避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
よ
り
、

性
犯
罪
、
性
暴
力
防
止
に
努つ

と
め
る
。

　
問	

生
命
の
安
全
教
育
（
心
と
体
の
安
全
教

育
）
が
２
０
２
３
年
度
か
ら
全
国
の
幼
・

保
・
こ
ど
も
園
、
小
・
中
・
高
校
で
始

ま
っ
て
い
る
。
子
ど
も
が
①
大
切
に
し

て
守
る
べ
き
心
と
体
を
し
っ
か
り
認
識

す
る
こ
と
②
体
の
ど
こ
を
ど
う
触ふ

れ
ら

れ
、
見
せ
る
か
を
決
め
る
こ
と
③
体
を

誰
か
に
勝
手
に
触さ

わ

ら
れ
、
見
ら
れ
な
い

こ
と
④
体
を
清
潔
に
保
ち
、
け
が
や
病

気
に
な
っ
た
ら
治
療
を
受
け
る
こ
と
⑤

心
と
体
に
不
安
や
心
配
が
あ
る
と
き
に

相
談
し
、
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
る
こ
と
⑥

①
～
⑤
が
実
現
で
き
な
い
と
き
は
、や
っ

て
下
さ
い
と
主
張
す
る
こ
と
、
以
上
は

権
利
で
あ
る
と
考
え
る
。
見
解
は
。

教
長	

自
ら
考
え
判
断
し
、
行
動
が
で
き
る
と

い
う
こ
と
は
、
人
権
を
意
識
し
た
独
立

し
た
人
間
と
し
て
、
自
信
や
誇
り
を
持

た
せ
て
い
く
こ
と
に
な
る
と
考
え
る
。

性
犯
罪
、
性
暴
力
対
策
と

心
と
体
の
権
利
教
育
を

日本共産党
安曇野市議団

臼井 泰彦

部
活
動
の
地
域
移
行
の
推
進
は
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9 月
定例会

※
世
界
農
業
遺
産
…
伝
統
的
農
林
水
産
業
と
関
連
す
る
文
化
や
景
観
な
ど
を
保
全
・
活
用
す
る
国
連
食
糧
農
業
機
関
の
認
定
制
度
。

※
サ
ブ
ス
ク
（
サ
ブ
ス
ク
リ
プ
シ
ョ
ン
）
…
月
単
位
ま
た
は
年
単
位
で
定
期
的
に
料
金
を
支
払
い
利
用
す
る
コ
ン
テ
ン
ツ
や
サ
ー
ビ
ス
の
こ
と
。

※
吃
音
…
言
葉
が
円
滑
に
話
せ
な
い
、
ス
ム
ー
ズ
に
言
葉
が
出
て
こ
な
い
こ
と
。

市政のここが聴きたい!! 一 般 質 問

で
開
発
さ
れ
た
ｍ
Ｒ
Ｎ
Ａ
ワ
ク
チ
ン
は
、

副
反
応
や
後
遺
症
、
死
亡
事
例
が
極
め

て
多
い
（
厚
生
労
働
省
発
表
）。
本
市
で

も
健
康
被
害
の
認
定
が
７
件
、
そ
の
内

１
人
が
死
亡
し
て
い
る
。
接
種
に
あ
た

り
慎
重
な
判
断
を
促う

な
がす

た
め
、
対
象
者

へ
の
接
種
券
等
の
一
斉
通
知
は
止
め
た

ら
ど
う
か
。

保
健	

従
来
通
り
に
一
斉
通
知
す
る
。

　
問	

レ
プ
リ
コ
ン
ワ
ク
チ
ン
の
心
配
も
あ
る

の
で
、
よ
り
一
層
の
情
報
提
供
に
努つ

と

め

る
べ
き
で
は
。

保
健	

ワ
ク
チ
ン
の
安
全
性
や
有
効
性
は
、
厚

生
労
働
省
や
本
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
、

引
き
続
き
周
知
し
て
い
く
。

　
問	

本
市
の
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
定
期
接

種
は
、
ど
の
よ
う
に
実
施
さ
れ
る
か
。

保
健	

令
和
５
年
度
ま
で
全
額
公
費
負
担
の
無

料
接
種
が
行
な
わ
れ
た
が
、
こ
の
秋
か

ら
は
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
同
様

に
、
接
種
費
用
の
一
部
自
己
負
担
が
あ

る
定
期
接
種
と
な
る
。
対
象
者
は
65
歳

以
上
お
よ
び
重
症
化
リ
ス
ク
が
高
い
60

か
ら
64
歳
の
人
な
ど
。
接
種
期
間
は
10

月
１
日
か
ら
令
和
７
年
３
月
31
日
ま
で
。

接
種
場
所
は
市
内
の
医
療
機
関
。
自
己

負
担
は
１
８
０
０
円
。
対
象
者
へ
予
診

票
兼
接
種
券
を
発
送
す
る
。

　
問	

新
タ
イ
プ
の
ｍ
Ｒ
Ｎ
Ａ
ワ
ク
チ
ン
「
レ

プ
リ
コ
ン
ワ
ク
チ
ン
」
の
危
険
性
が
指

摘
さ
れ
て
い
る
が
、
本
市
の
見
解
は
。

保
健	

接
種
予
定
の
ワ
ク
チ
ン
と
し
て
国
は
５

つ
の
ワ
ク
チ
ン
を
示
し
て
い
る
が
、
そ

の
中
に
レ
プ
リ
コ
ン
ワ
ク
チ
ン
が
入
っ

て
い
る
。
ワ
ク
チ
ン
の
安
全
性
や
有
効

性
に
つ
い
て
は
、
国
の
判
断
、
専
門
機

関
に
委ゆ

だ

ね
ら
れ
て
い
る
。
レ
プ
リ
コ
ン

ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て
市
と
し
て
見
解
を

述
べ
る
こ
と
は
控ひ

か
え
る
。

　
問	

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
た
め
に
大
急
ぎ

無所属
小林 純子

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の

定
期
接
種
は
慎
重
に

レプリコンワクチンの使用には
特に慎重に

　
問	

児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
の
、
市
内
で

の
設
置
、
開
設
状
況
は
。

福
祉	

児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
の
設
置
は
な

い
が
、
穂
高
健
康
支
援
セ
ン
タ
ー
内
に
、

教
育
部
子
ど
も
家
庭
支
援
課
子
ど
も
発

達
支
援
相
談
室
が
あ
り
、
相
談
支
援
等

に
つ
い
て
は
、児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー

と
同
等
の
機
能
を
担に

な

っ
て
い
る
状
況
。

設
置
に
つ
い
て
は
、
第
４
期
安
曇
野
市

障
害
者
基
本
計
画
に
お
い
て
目
標
に
掲か

か

げ
て
い
る
。
計
画
期
間
内
の
設
置
に
向

け
検
討
し
て
い
る
。

　
問	

そ
う
い
っ
た
相
談
窓
口
に
は
言
語
聴ち

ょ
う
か
く覚

	

士し

は
在
籍
さ
れ
て
い
る
か
。
吃
音
に
関

す
る
相
談
は
可
能
な
の
か
。

教
部	

子
ど
も
発
達
支
援
相
談
室
に
は
さ
ま
ざ

ま
な
専
門
職
が
、
相
談
支
援
や
療
育
支

援
事
業
を
行
な
っ
て
い
る
。
言
語
聴
覚

士
は
会
計
年
度
任
用
職
員
が
１
人
い
て
、

言
葉
の
相
談
や
支
援
、検
査
等
を
行
な
っ

て
い
る
。
吃
音
に
つ
い
て
の
相
談
も
実

施
し
て
い
る
。
な
お
、
令
和
６
年
10
月

か
ら
、
言
語
聴
覚
士
１
人
の
正
規
職
員

を
採
用
す
る
予
定
。

　
問	「
あ
づ
み
ん
」
へ
の
導
入
に
つ
い
て
の
予

算
が
計
上
さ
れ
て
い
る
。
説
明
を
。

政
策	

市
内
駅
へ
の
交
通
系
I
C
カ
ー
ド
に
よ

る
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
導
入
に
合
わ

せ
て
、
導
入
を
計
画
。
導
入
時
期
は
令

和
７
年
４
月
１
日
を
予
定
し
、
デ
マ
ン

ド
交
通「
あ
づ
み
ん・の
る
ー
と
安
曇
野
」

16
台
と
定
時
定
路
線
バ
ス
２
台
の
全
車

両
へ
の
導
入
を
進
め
る
予
定
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

○「
御ご

ゆ
い
ん
湯
印
」導
入
で
市
内
温
泉
施
設
の
活
性
化

を
。

○
投
票
率
向
上
の
取
り
組
み
を
。

子
ど
も
の
発
達
相
談
は

～
吃き

つ
お
ん音

を
事
例
に
～

会派 さきがけ
矢澤 毅彦

市
内
Ｊ
Ｒ
駅
の
交
通
系
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド

の
利
用
拡
大
に
関
連
し
て

無所属の会
増田 望三郎

　
問	

他
に
類
を
見
な
い
安
曇
野
の
特と

く
ち
ょ
う徴
は
、

雄
大
な
北
ア
ル
プ
ス
と
そ
こ
に
絶
え
間

な
く
湧
き
出
る
地
下
水
な
ど
の
自
然
。

こ
れ
に
農
業
と
い
う
人
間
の
営い

と
なみ
が
調

和
し
て
き
た
こ
と
。
こ
れ
が
安
曇
野
だ
。

安
曇
野
が
こ
れ
か
ら
も
安
曇
野
で
あ
り

続
け
る
た
め
に
、
農
業
遺
産
が
応
え
る

こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

市
長	

水
が
織お

り
な
す
安
曇
野
市
の
田
園
風
景

は
次
世
代
に
受
け
継
ぐ
べ
き
も
の
。
世

界
農
業
遺
産
の
登
録
は
、
農
業
や
文
化

を
保
護
、
継
承
し
な
が
ら
、
観
光
資
源
、

地
域
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
活
用
す
る
こ
と

で
地
域
経
済
の
活
性
化
、
住
民
の
誇
り

を
高
め
る
効
果
が
期
待
さ
れ
、
市
の
将

来
ビ
ジ
ョ
ン
に
合が

っ
ち致

す
る
。
地
域
の
関

係
す
る
多
く
の
皆
さ
ん
、
団
体
含
め
て

意
見
を
い
た
だ
き
、
検
討
を
進
め
た
い
。

　
問	

行
政
区
が
変
わ
る
と
ル
ー
ル
も
変
わ
る
、

で
は
な
く
、
広
域
に
ま
た
が
る
水
資
源

を
広
域
の
ル
ー
ル
で
管
理
す
る
必
要
が

あ
る
。
広
域
に
お
け
る
計
画
の
策
定
を

市
と
し
て
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

生
活	

協
議
会
に
お
い
て
、
仮
称
だ
が
、
松
本

盆
地
流
域
水
循
環
計
画
策
定
に
向
け
協

議
を
進
め
て
い
る
。

　
問	

市
の
計
画
に
は
、
事
業
者
は
地
下
か
ら

取
っ
た
水
は
取
っ
た
分
だ
け
地
下
に
返

す
と
い
う
理
念
が
あ
る
。
揚よ

う
す
い水

事
業
者

が
ど
れ
だ
け
汲く

み
上
げ
、
ど
れ
だ
け

涵か
ん
よ
う
り
ょ
う

養
量
も
含
め
て
地
下
に
返
し
て
い
る

の
か
。
事
業
者
単
位
で
の
水
収
支
公
表

の
仕
組
み
が
必
要
で
は
な
い
か
。

生
活	

事
業
者
ご
と
の
水
収
支
は
公
表
で
き
な

い
が
、
全
事
業
者
の
ト
ー
タ
ル
の
公
表

は
可
能
。
公
表
の
仕
組
み
づ
く
り
を
審

議
会
で
研
究
し
た
い
。

水田のもう一つの大事な役割、地下水の涵養

安
曇
野
市
を

世
界
農
業
遺
産
に
登
録
を

　
問	

登
園
時
の
荷
物
が
多
く
て
困
っ
て
い
る

と
い
う
声
を
聞
く
。
お
む
つ
、
お
昼
寝

用
の
布
団
、着
替
え
、図
書
袋
、上う

わ
ば履

き
、

指
定
リ
ュ
ッ
ク
、
夏
は
水
筒
と
プ
ー
ル

道
具
な
ど
最
大
で
７
つ
の
荷
物
を
持
つ
。

こ
れ
が
、
兄
弟
姉
妹
２
人
分
と
な
る
と

14
個
の
荷
物
を
持
つ
こ
と
に
な
る
。
雨

の
日
は
さ
ら
に
傘
も
差
す
た
め
、
こ
れ

で
は
手
を
つ
な
い
で
歩
く
こ
と
が
難
し

い
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
る
が
見
解
は
。

教
部	

保
護
者
の
登
園
時
の
持
ち
物
は
週
の
始

ま
り
が
多
く
、
３
歳
未
満
児
に
大
き
な

負
担
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
理
解
し
て

い
る
。
特
に
、
お
昼
寝
布
団
は
重
く
、

毎
週
の
持
ち
帰
り
が
負
担
と
な
っ
て
い

る
。園
で
は
、３
歳
以
上
児
に
は
、リ
ュ
ッ

ク
や
手て

さ提
げ
袋
等
、
自
分
の
持
ち
物
は

で
き
る
だ
け
自
分
で
持
つ
よ
う
に
指
導

し
て
い
る
。

　
問	

お
む
つ
１
枚
１
枚
に
名
前
を
書
き
、
持

ち
運
び
す
る
保
護
者
、
は
き
間
違
い
や

在
庫
管
理
に
注
意
す
る
保
育
士
、
そ
の

保
育
の
苦
労
を
私
は
１
つ
で
も
解
決
し

た
い
と
い
う
思
い
か
ら
「
お
む
つ
の
サ

ブ
ス
ク
リ
プ
シ
ョ
ン
サ
ー
ビ
ス
」
の
導

入
を
提
案
す
る
。
こ
の
サ
ー
ビ
ス
を
導

入
す
れ
ば
、
お
む
つ
が
保
育
施
設
に
直

接
届
き
、
お
む
つ
の
サ
イ
ズ
だ
け
を
確

認
す
れ
ば
い
い
の
で
、
お
む
つ
の
枚
数

を
気
に
す
る
こ
と
な
く
、
お
む
つ
の
補

充
を
保
護
者
が
忘
れ
て
も
安
心
な
の
で
、

保
護
者
と
保
育
士
の
負
担
軽
減
に
繋つ

な

が

る
が
見
解
は
。

教
部	

保
育
士
の
管
理
の
手
間
や
料
金
な
ど
、

多
方
面
か
ら
の
情
報
を
収
集
し
メ
リ
ッ

ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て
も
、
い
ろ

い
ろ
情
報
収
集
す
る
中
で
研
究
を
し
て

い
く
。

無所属の会
増井 裕壽

サブスクで　おむつの心配　消える朝

お
む
つ
の
サ
ブ
ス
ク
に
つ
い
て

安
曇
野
の
水
は
次
世
代
か
ら
の

預
か
り
も
の

※

※

※
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委員会視察等報告

ふるさと回帰支援センター理事長からの説明

土地利用制度について侃
かんかんがくがく

侃諤諤な議論が繰り広げられた

横断歩道のない交差点

令
和
６
年
７
月
23
日
（
火
）
～
24
日
（
水
）

認
定
N
P
O
法
人
ふ
る
さ
と
回
帰
支
援
セ
ン
タ
ー・

銀
座
N
A
G
A
N
O
・
神
奈
川
県
小
田
原
市

ふ
る
さ
と
回
帰
支
援
セ
ン
タ
ー
の
機
能
、
利
用

状
況
の
調
査
、
各
県
の
移
住
案
内
ブ
ー
ス
の
見
学
。
銀
座

N
A
G
A
N
O
の
取
り
組
み
説
明
。
成
功
事
例
の
多
い
小
田

原
市
の
担
当
者
か
ら
説
明
を
受
け
る
。

ふ
る
さ
と
回
帰
支
援
セ
ン
タ
ー
理
事
長
の
説
明
に
よ

る
と
、
長
野
県
は
移
住
希
望
地
の
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
に
常
に
あ
る

と
の
こ
と
で
あ
り
、
案
内
ブ
ー
ス
へ
市
の
独
自
出
展
も
効
果
は

う
か
が
え
る
。
銀
座
N
A
G
A
N
O
の
取
り
組
み
で
注
目
す
る

と
こ
ろ
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
（
公
共
職
業
安
定
所
）
が
出
張
常
駐

し
て
相
談
受
付
体
制
を
と
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
小
田
原
市

は
海
・
山
・
川
の
自
然
環
境
が
そ
ろ
っ
て
い
る
こ
と
が
大
き
な

強
み
と
認
識
で
き
た
が
、
東
京
、
横
浜
か
ら
職
場
を
変
え
ず
移

住
で
き
る
と
い
う
交
通
利
便
性
が
最
大
の
要
因
と
考
え
ら
れ
る
。

令
和
６
年
８
月
２
日
（
金
）

長
野
県
宅
地
建
物
取
引
業
協
会
お
よ
び
全
日
本
不

動
産
協
会
長
野
県
本
部

「
安
曇
野
市
の
土
地
利
用
制
度
に
つ
い
て
」
市
内
の

宅
地
お
よ
び
住
宅
の
需
給
状
況
や
他
自
治
体
等
の
制
度
と
の

比
較
等
を
踏
ま
え
て
、
安
曇
野
市
の
土
地
利
用
制
度
の
評
価

や
課
題
、
改
善
点
に
つ
い
て
話
を
伺
っ
た
。

安
曇
野
市
の
土
地
利
用
制
度
に
関
す
る
議
論
で
は
、

独
自
の
制
度
が
経
済
や
人
口
増
に
寄き

よ与
し
た
か
が
問
わ
れ
、

農
地
の
売
却
や
利
用
規
制
が
焦し

ょ
う
て
ん点
と
な
っ
て
い
る
。
農
地
売

却
の
規
制
緩か

ん
わ和
を
求
め
る
声
や
、
面
積
制
限
を
緩
和
し
若
者

や
新
規
住
民
を
誘ゆ

う
ち致
す
る
た
め
、
土
地
購
入
コ
ス
ト
を
下
げ

る
提
案
も
あ
っ
た
。
ま
た
、
手
続
き
や
運
用
の
柔
軟
性
、
電

子
申
請
の
導
入
、
説
明
会
の
合
理
化
を
求
め
る
意
見
も
多
く
、

現
行
の
制
度
が
土
地
利
用
や
開
発
の
妨さ

ま
たげ
に
な
っ
て
い
る
と

の
指
摘
が
さ
れ
た
。

令
和
６
年
８
月
20
日
（
火
）

穂
高
北
小
学
校
ス
ク
ー
ル
バ
ス
北
穂
高
路
線（
狐

き
つ
ね
じ
ま島
区
）

令
和
６
年
６
月
定
例
会
で
審
議
さ
れ
た
陳
情
「
穂

高
北
小
学
校
狐
島
区
ス
ク
ー
ル
バ
ス
等
の
、
児
童
の
安
全
確

保
を
目
的
と
し
た
柔
軟
な
運
用
に
つ
い
て
の
陳
情
」
に
係か

か
わる

該
当
路
線
の
危
険
箇
所
を
、
福
祉
教
育
委
員
会
と
教
育
部
で

現
地
調
査
し
た
も
の
。

カ
ー
ブ
し
た
車
道
の
先
に
あ
る
横
断
歩
道
の
な
い

交
差
点
や
、
幅
が
１
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
あ
る
蓋ふ

た

の
な
い
水
路
、

歩
道
や
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
が
な
い
曲
が
り
く
ね
っ
た
幅ふ

く
い
ん員
の

狭
い
道
路
を
確
認
し
た
。
こ
れ
ら
全
て
が
通
学
路
に
あ
り
、

道
路
の
早
期
改
良
が
困
難
だ
と
す
れ
ば
、
児
童
や
保
護
者
へ

の
注
意
喚か

ん
き起
の
み
な
ら
ず
、
児
童
の
安
全
確
保
の
た
め
に
は

ス
ク
ー
ル
バ
ス
乗
車
基
準
の
柔
軟
な
運
用
の
検
討
が
必
要
で

あ
る
。
今
後
は
、
教
育
部
、
狐
島
区
、
穂
高
北
小
学
校
、
そ

の
他
関
係
者
に
よ
る
話
し
合
い
の
進し

ん
ち
ょ
く捗を
確
認
し
て
い
く
。

総
務
環
境
委
員
会
視
察
報
告

経
済
建
設
委
員
会
意
見
交
換
会
報
告

福
祉
教
育
委
員
会
視
察
報
告

日　
程

日　
程

日　
程

視
察
先

相
手
先

視
察
先

内　
容

内　
容

内　
容

考　
察

考　
察

考　
察

穂高商業高等学校　意見交換会

子ども夢パーク総合アドバイザーの西野さんと（下段）

令
和
６
年
７
月
29
日
（
月
）

長
野
県
穂
高
商
業
高
等
学
校

子
ど
も
の
権
利
に
つ
い
て
の
意
見
交
換

子
ど
も
の
権
利
に
つ
い
て
、
生
徒
の
皆
さ
ん
の
話

を
聞
く
。「
子
ど
も
の
意
見
の
尊
重
」
か
ら
は
、
勉
強
す
る
場

所
に
エ
ア
コ
ン
を
つ
け
て
ほ
し
い
。
ま
た
、
制
服
が
６
月
か

ら
夏
服
に
替
え
る
こ
と
が
校
則
で
決
め
ら
れ
て
い
る
が
、
本

人
の
判
断
で
衣
替
え
が
で
き
れ
ば
い
い
。「
差
別
の
禁
止
」
か

ら
は
、
い
じ
め
や
虐ぎ

ゃ
く
た
い待
は
本
人
か
ら
は
言
い
づ
ら
い
等
の
話

も
出
さ
れ
た
。
高
校
生
の
素
直
な
意
見
を
参
考
に
、
今
後
の

条
例
の
良
い
形
を
模も

さ
く索
・
研
究
し
て
い
き
た
い
。

令
和
６
年
８
月
６
日
（
火
）
～
７
日
（
水
）

鎌
倉
市
、
川
崎
市
、
川
崎
市
子
ど
も
夢
パ
ー
ク

子
ど
も
の
権
利
条
例
の
制
定
に
向
け
て
、
先
進
自

治
体
と
公
設
民
営
の
「
子
ど
も
の
居
場
所
」
を
視
察
し
た
。

川
崎
市
子
ど
も
の
権
利
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
お

い
て
は
、行
政
だ
け
で
な
く
、子
ど
も
に
関
す
る
活
動
を
行
な
っ

て
き
た
民
間
の
人
た
ち
の
力
が
大
き
か
っ
た
と
の
こ
と
。
ま
た
、

学
校
の
先
生
た
ち
が
子
ど
も
の
権
利
を
理
解
す
る
こ
と
が
肝か

ん
よ
う要

で
あ
る
と
い
う
こ
と
。
20
年
以
上
に
わ
た
り
開
催
さ
れ
て
い
る

川
崎
市
子
ど
も
会
議
は
、
子
ど
も
た
ち
の
手
に
よ
っ
て
進
め
ら

れ
お
り
、
素
晴
ら
し
い
取
り
組
み
で
あ
る
。

　
子
ど
も
夢
パ
ー
ク
で
は
、
一
人
ひ
と
り
の
子
ど
も
が
持
つ
強

み
に
光
を
当
て
、
学
び
と
育
ち
を
保
障
す
る
環
境
づ
く
り
が

あ
っ
た
。

福
祉
教
育
委
員
会
意
見
交
換
会
報
告

福
祉
教
育
委
員
会
視
察
報
告

日　
程

日　
程

相
手
先

視
察
先

内　
容

内　
容

考　
察

考　
察

委員会視察等報告

豊科高等学校　意見交換会

令
和
６
年
７
月
24
日
（
水
）

長
野
県
豊
科
高
等
学
校

子
ど
も
の
権
利
に
つ
い
て
の
意
見
交
換

子
ど
も
の
権
利
に
つ
い
て
、
生
徒
の
皆
さ
ん
の
話

を
聞
く
。「
差
別
の
禁
止
」
か
ら
は
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

で
の
差
別
は
大
人
に
は
見
え
な
い
た
め
、
大
人
の
対
処
は
難

し
い
。
そ
の
状
態
に
な
る
前
に
予
防
策
を
取
る
こ
と
が
必
要
。

ま
た
、
服
装
の
差
別
に
つ
い
て
は
、
男
子
は
ズ
ボ
ン
、
女
子

は
ス
カ
ー
ト
だ
け
で
は
な
く
、
小
さ
い
頃
か
ら
、
服
装
は
自

由
だ
と
教
育
す
べ
き
だ
。
そ
の
他
に
も
「
子
ど
も
の
最
善
の

利
益
」
や
校
則
に
つ
い
て
等
の
話
が
出
た
。
意
見
交
換
か
ら
、

今
後
の
条
例
案
づ
く
り
に
向
け
て
一
歩
進
ん
だ
感
じ
が
し
た
。

日　
程

相
手
先

内　
容

考　
察
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表紙や見出し 紙面構成と内容 特集のページ 定例会ページ
4.1 4.35 4.1 4.4

常任委員会 一般質問 市民の声   ずくだせ
4.4 4.7 4.5 4.3

議会だよりモニターアンケート結果（74、75号）

紙面構成や内容は？

穂高地域 40 代

・特に印象深いものはない。内容が内容なので固いイメージは致し方ないかなとも思
うが、やはり意識を持って読もうとしないと関心無い人は読まないと思う。

①特集ページは？『政策提言に向けて』

三郷地域 10 代

・見出しは大きくて良いのですが、それに対しての文章の文字の大きさに少し読みづ
らさを感じました。（74 号）

②特集ページは？『この世界の未来は』

豊科地域 30 代

・イラストや写真、吹き出しなどを使っていて見やすかったです。内容は、少々堅い
印象です。選挙の政策を述べているような内容よりも、もっと分かりやすく簡単な言
葉で（親しみやすい言葉で）記述されていると嬉しいです。（75 号）

議会広報特別委員会からの返信

モニターアンケート総合　（アンケート回答総数 22 件）

号第75
発行　安曇野市議会
令和６年(2024年)

8月22日

第
発行
令和りり議議会会だだよよ

21
24

12
6
2この世界の未来は

市政のここが聴きたい‼一般質問
6月定例会報告

市民の声

議会報告会&議会だよりモニター座談会速報

特集！

表紙や見出しは？
・議会という固いイメージがなく、手に取りたくなる表紙や見出しだ。
・「ん？」と思わせる表紙だと思った。中身が気になり読むことへの意識に繋がった。

豊科地域 50 代
穂高地域 40 代

号第74
発行　安曇野市議会
令和６年(2024年)

5月23日

りり議議会会だだよよ

常念道祖神（堀金）

11
20
24

10

4

2３月定例会報告

議会報告会のお知らせ

新年度予算を審議しました！
　～令和６年度一般会計予算～

市民の声

市政のここが聞きたい‼一般質問
特集 ～政策提言に向けて～

特集
　議会だよりモニター座談会を令和６年７月 21 日開催しました。モ
ニター 6 名様のご参加をいただきました。2 つのテーマを中心に活発
な意見が交換された模様をご紹介します。

～議会だよりモニター座談会～

参考になった。委員の努力
の結果、いいものがあると
思う。それにとどまること
なく努力をしてください。

頑張ってください。
（花ちゃん）

外注してないことに驚いた。
（広報特別委員会の会議を）

2 時間もやっている？？
少ないペ－ジによく収めてい

る。（わさびさん）

若い世代に議会だよりを見
せて、その感想や要望を若
者専用コーナーとして掲載
することで若者の政治離れ

を防げる。（西さん）

１その・「市民の声」と「ずく出せ」はよく読む。「ずく出せ」
は個性が表れていて評価できる。

・文字が小さくて読みにくい。見やすさが一番だと思う。
・柔らかい感じになっている。表紙から連れ込むような

感じはいい。市民の皆さんから要望を取ったらどうか。
・議会だよりは全部読む。以前の物に比べると読みや

すくなっていて、表紙も変化が認められている。
・ここが重要と言うところを太字にするかアップした

らいい。そこを探しにいくから。

議会だよりを読んでみて…

２その・若者の関心を呼ぶには、議会だよりを学校に置くか
どうかだ。

・カラーでなくて、逆に白黒だと新鮮。
・どの程度の人が読んでいるのか調査した方がいいの

では。
・いかに興味を持たせて読ませるか。タイトルも大き

めに書いて。

これからの議会だよりについて

アンケートの評価は以下の点数に変換し、顔の表情で表しました。
良い 5 まあよい 4 普通 3 あまり良くない 2 良くない 1

(74.75 号の平均）
４．35

　穂高地域 40 代のモニターさんの声から【アンケートの選択肢を「良い」とか「良くない」
ではなく、「好き」とか「好きじゃない」】の表し方について、重要なご指摘と認識し、検討
しております。

その他　議会だよりモニターさんの声
・アンケートの選択肢を「良い」とか「良くない」ではなく、「好き」とか「好きじゃない」とか主観的な感覚
には出来ないだろうか。良い悪いには分けることはなかなか出来ないし、基準が何か明確でないと良
い悪いは選びづらいし、そもそもその基準を作るのも難しいと思う。一応、好きとか好きじゃないと
いう感覚で「良い」とか「良くない」とか選択肢を選ばせていただいた。

穂高地域 40 代

定例会ページは？
・白熱した議論だったことが感じられて読み応えがあり良かったです。 穂高地域 30 代

令和６年度一般会計予算は？

穂高地域 30 代

・グラフ化され、見える化されていて、分かりやすいです。（５ページ）４ページのピッ
クアップ！注目事業については写真が使われていて分かりやすかったです。討論が書
かれていましたが、何に対することを伝えたいのか？理解に苦しみました。アバウト
過ぎる？と感じました。（74 号）

常任委員会ページは？
・興味を引く「問い」がありませんでした。 穂高地域 60 代
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ずくだせ！議会だより

本会議
（閉会日）

常任委員会
（総務環境）

議会運営委員会
・全員協議会

常任委員会
（経済建設）

常任委員会
（福祉教育）

全員協議会

本会議
（開会日）

日 月 土火 水 木 金

議会運営
委員会

222018 19 21

本会議
（一般質問）

11/17

32 4 5 6 7

1716 18 19 20 2115

24 25 26 27

23

12/1

全員協議会

全員協議会
（決算説明）

全員協議会
（決算説明）

本会議
（一般質問）

本会議
（一般質問）

本会議
質疑

委員会付託

28 29 30

109 11 12 13 148

本会議
（代表質問）

勤労感謝
の日

地
球
の
温
暖
化
の
話
題
が
テ
レ
ビ
や
新

聞
に
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

果
物
の
産
地
が
変
わ
っ
た
り
、
漁
場
で
も
変
わ
っ

た
魚
が
捕と

れ
た
り
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま

た
、
台
風
は
海
面
温
度
の
上
昇
に
よ
り
巨
大
化
し

た
も
の
が
多
く
な
り
、
今
ま
で
取
ら
れ
て
き
た
対

策
で
は
通
用
し
な
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
地
球

規
模
の
災
害
で
は
安
曇
野
市
だ
け
で
頑
張
っ
て
も

ど
う
に
も
な
り
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
で
も
や
る
と
や

ら
な
い
で
は
将
来
に
大
き
な
禍か

こ
ん根
を
残
す
こ
と
に

な
り
ま
す
。ほ

ん
の
些さ

さ
い細
な
活
動
で
す
が
、
安
曇
野

市
歩
こ
う
会
の
活
動
で
、
安
曇
野
イ
ン

タ
ー
周
辺
の
５
キ
ロ
ほ
ど
を
歩
き
な
が
ら
ゴ
ミ
拾

い
や
車
道
、
歩
道
の
泥ど

ろ

片
付
け
や
草
取
り
を
雨
の

日
や
雪
の
日
を
除
い
て
朝
夕
年
間
で
３
４
０
回
ほ

ど
行
な
っ
て
い
て
、
タ
バ
コ
の
吸す

い
殻が

ら

も
こ
の
12

年
間
で
15
万
本
以
上
拾
っ
て
き
ま
し
た
。
毎
日
で

き
る
こ
と
は
わ
ず
か
で
す
が
、「
継
続
は
力
な
り
」

の
こ
と
わ
ざ
通
り
少
し
ず
つ
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
い
っ
た
ん
き
れ
い
に
し
た
道
路
を
い
か

に
維
持
し
て
い
く
か
に
日に

ち
や夜
苦く

り
ょ慮
し
て
い
ま
す
。

道
路
で
掃は

き
と
っ
た
土ど

し
ゃ砂
は
真
っ
黒
で
タ
バ
コ
の

ニ
コ
チ
ン
の
臭に

お

い
が
強
く
、
毎
日
通
学
す
る
小
学

生
に
も
何
ら
か
の
影
響
が
出
な
い
か
心
配
し
て
い

ま
す
。

活
動
し
て
い
る
市
議
会
議

員
の
皆
さ
ん
に
は
大
変
ご

苦
労
様
で
す
。
先
日
も
議
会
だ
よ
り
の
編
集
会
議

を
傍ぼ

う
ち
ょ
う聴
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
担
当
の
皆

さ
ん
の
真
剣
な
討
議
に
感
動
し
ま
し
た
。
私
た
ち

市
民
も
せ
っ
か
く

作
っ
て
い
た
だ
い

た
議
会
だ
よ
り
を

も
っ
と
し
っ
か
り

読
ん
で
、
市
政
の

発
展
に
寄き

よ与
で
き

れ
ば
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　小さなことで、右に行くのか左に行くのか決
める時、５円玉で、表が出たら右、裏が出たら
左と言うようなことを、ことあるごとにやって
います。
　選択を決める時、皆さんはどうしていますか？
大きなことを決める時は、悩みますね…。
　色んな方のアドバイスも必要ですが、最後は
自分で決めたいですね！

　委員　岡村 典明

　「猿の惑星」ならぬ「猿の町」!?
　安曇野、松本地域は、世界的に見ても大変稀

まれ

な生物多様性のホットスポット（特別豊かな場
所）です。西山方面にはニホンザルの群れがた
くさんいて、作物を食べに里に来ています。身
体能力は極めて高く、すこぶる賢

かしこ

いです。群れ
の団結力も統率力も優

すぐ

れていて、ヒトはなかな
か敵

かな

いません。知恵比べになっています。
　さあ、どうやったら共生できるでしょうか？

委員　林　 孝彦
議会広報特別委員会
　委 員 長　増井裕壽　副委員長　矢澤毅彦
　委 　 員　大竹啓正　岡村典明　橋本裕二　臼井泰彦
　　　　　　中村今朝子　林孝彦　井出勝正　内川集雄

花
は な お か

岡　伸
の ぶ や す

泰さん

（豊科）

市議会12月定例会のお知らせ（予定）

請願・陳情は随時受け付けています。定例会ごとの締め切りは、開会日の
原則 10 日前です。開会時間は本会議 10：00 ～・常任委員会 10：00 ～
日程や開会時間など変更となる場合があります。

議会からのお知らせ

安曇野インター周辺での道路掃除の様子

議会を聴きに行こう！議会を「あづみ野テレビ」・議会ホー
ムページ「インターネット中継」で観よう！
傍聴希望の方は、市議会議場（市役所本庁舎３階）へお越しください。
お子さまと一緒でも傍聴いただけます。

公職選挙法に基づき、議員の寄附
の禁止を徹底します

地域行事、祭りなどへの寄附や差し入れ、
開店祝いや葬儀の花輪、病気見舞い（親族
以外）、中元、歳暮、入学・卒業祝い、代理
出席の場合の結婚祝い・香典など、議員が
寄附をすることは禁止です。

『寄附　しない、させない、求めない』
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